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土浦市は霞ケ浦や桜川など、豊富な水資源に恵まれ、太古から人々が

生活するのに適 したところであ りました。そのため、市内には集落跡や

貝塚、古墳など数多 くの遺跡が存在 しています。 このような遺跡は、当

時の人々の生活や環境を知る手掛か りとな ります。また、現代に生きる

私たちが、豊かな生活を送ることのできる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化財を保護 し後世に伝えることは、私たちの大切

な任務であり、郷土の発展のために大切なことであります。

この度、上坂田地区と下坂田地区において大規模な畑地帯総合整備事

業が計画され、今年度は下坂田の赤弥堂遺跡など、記録保存を目的とし

た発掘調査が行われました。

調査の結果は本文に記載されているとお りですが、土浦の古代の解明

に役立つことができれば幸いです。

最後にな りましたが、調査から報告書刊行にあた り、関係者の皆様の

ご協力とご支援に対 し厚 く御礼を申し上げます。

平成 21年 3月

土浦市教育委員会

教育長 冨永善文



例 言

1。 本書は茨城県土浦市下坂田 (旧新治村)1,350-1外 に所在する赤弥堂遺跡 (東地区)の発掘調

査報告書である。

2.調査は土浦市から委託を受けた有限会社勾玉工房 Mogiが 実施 した。

3.発掘調査面積は 871正である。

4.調査期間は、平成 20年 9月 24日 より 11月 11日 まで実施 した。また、出土品の整理作業及び報告書の

作成は、平成 20年 12月 5日 より開始 し、同年 3月 17日 まで実施 した。

5.発掘調査は現地調査を荒井英樹・長谷川秀久 (発掘調査員)。 大久保隆史 (調 査員補助)が担当した。整

理作業は大賀健 。大賀さつきが担当した。

6。 発掘調査の参加者は以下の通 りである。 (敬称略)

大塚惣市 中川茂之 山口豊 山藤直樹 小野豊 吉田みち 塚本芳枝 榎戸徹 糸賀文子

中川裕 平林敬子 小角みや子 金塚咲 山崎一義 中川俊三 栗原孝 箱守よしい

植木昭子 斉藤京子 長南節子 渡辺由美子 斉藤与志朗 中村薫 中島貞雄 中島秀雄

中島 トミ子 市原チヨ 沖日出夫 露久保二郎 海老原龍生 高野正行 榎戸洋子 高野和子

大賀智章 川口和之

7.整理調査は有限会社勾玉工房 Mogiに おいて行い、参加者は以下の通 りである。

遺物基礎整理作業  篠原美代子 稲坂なお子 越川範子

遺物実測作業    大賀さつき 廣井さやか 木村春代 小山郷子 岩崎美奈子

デジタル編集    大賀智章 大賀文香

事務 。経理     宇佐美薫

8.本報告書に用いた遺構写真は、荒井英樹・大久保隆史が、また整理作業における遺物写真は、

大賀健 。大賀智章が撮影 した。

9.執筆分担

第 1章第 1節 黒澤春彦 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場学芸員)

第 1章第 2節 荒井英樹 (有 限会社勾玉工房 Mogi)

第 2章第 1節・ 2節 関口満 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場学芸員)

第 3章 。第 4章 大賀健 (有 限会社勾玉工房 Mogi)

10,遺跡の航空写真は株式会社スカイサーベイに依頼 した。

H.本報告書に関わる出土品及び記録図面 。写真等は、一括 して上高津貝塚ふるさと歴史の広場が保管 している。

12.本遺跡の略号は ASSE(赤弥堂遺跡東地区)と した。遺物の注記もこれに従っている。

13.協力者

本遺跡の発掘調査から本報告書の作成に当たり以下の方々に協力を賜った。ここに記 して感謝の意を表すも

のである。 (敬称略)

阿部芳郎 (明治大学教授)西本豊弘 (国立歴史民俗博物館教授)齋藤弘道 上守秀明 篠原正

林田利之 及川謙作 茨城県土浦土地改良事務所 土浦市産業部耕地課 有限会社カワヒロ産業 佐々木建設

株式会社 茨建航業株式会社 株式会社マツイ商会 株式会社スカイサーベイ



凡 例

1。 第 1図は国土地理院 2万 5千分の 1地図常陸藤沢を用いた。

2.本遺跡の報告書に用いたスクリントーンは以下を表す。

遺構図版

「~~~~~~~ |

|        |
と_______」

硬化面

遺物図版

3.本遺跡において検出された遺構は 5・ 6・ 8号住居跡、7号土坑、3～ 5・ 8～ 21号ピットは撹乱や根の痕

であると判明 したために欠番 とした。従って、本報告書に於いても遺構番号の振替は行わず、調査時の番号の

ままで報告している。

4.遺物の注記に用いた略号は以下の通 りである。

遺跡名 ASSE

住居跡 SI 土坑 SK  tt SD  ピット P

尚、貝塚は何れも住居内貝塚であったために、 1号貝塚は 1号住居跡 (S101)、 2号貝塚は 2

号住居跡 (S102)、 3号貝塚は 3号住居跡 (S103)と した。

5.本遺跡出土遺物の修復にはセメダイン C及び樹脂材のエポキシレジン 6H3を 用いた。

6.本報告書における実測図は全体測量図 500分の 1、 グリッド網図 1,000分の 1、 遺構は 60分の 1、 遺物

は 2分の 1、 3分の 1、 4分の 1の縮尺で掲載 した。尚、一部の遺構、遺物に変則的な縮尺を用いた場合には、

スケールをもってその倍率を表 した。

7.本書における遺物写真の縮尺は、基本的に実測図の掲載に合わせているが、一部原寸縮小または拡大 した

ものもある。

8.堆積土層の観察及び遺物の色調については、『新版標準土色帖』2008年版農林水産省農林水産技術会議事

務局監修・財団法人 日本色彩研究所 色票監修を用いた。
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第 1章 調査に至る経緯と調査の経過

第 1節 調査に至る経緯

1995(平成 7)年 2月 、新治村 (当 時)教育長宛に茨城県土浦土地改良事務所から、坂田地区において県

営畑地帯総合土地改良事業を計画 してお り、その予定地内の埋蔵文化財の有無について照会が提出された。現

地踏査を行つたところ、包蔵地、貝塚、古墳群の存在が確認され、試掘確認調査が必要である旨を回答 した。

2002(平成 14)年 8月 、茨城県土浦土地改良事務所から、埋蔵文化財の有無 と遺跡が存在 した場合の取扱に

ついての照会が提出された。それを受け、同年 11月 に赤弥堂遺跡の北側について試掘・確認調査を行った。結果、

埋蔵文化財は確認されなかった。

2006年、土浦市 との合併後に計画が具体化 し、6月 に現地踏査、2007(平成 19)年 2月 に赤弥堂遺跡の

東側について、遺跡の範囲や密度、性格を把握するための確認調査を行つた。翌 2008(平成 20)年 3月 には、

赤弥堂遺跡の西側から事業区域西端の坂田峯の台古墳群にかけて試掘確認調査を行った。

試掘・確認調査の結果をもとに、茨城土浦土地改良事務所、土浦市産業部耕地課 と協議を行い、道路 となる

箇所について、記録保存のための発掘調査を行 うことで合意 した。

2008年 3月 25日 、茨城県知事 と土浦市長 とで覚書を締結 し、同年 7月 、茨城県知事 と土浦市長で協定書

を締結 した。

文化財保護法関連では、2008年 6月 17日 付けで茨城県土浦土地改良事務所長より遺跡の発掘届 (文化財

保護法第 94条)が市教育委員会に提出され、 6月 27日付けで茨城県教育長宛に進達 した。発掘調査は有限

会社勾玉工房 Mogiが 実施することとな り、埋蔵文化財発掘調査の通知 (文保法第 92条)を、8月 25日付け

で茨城県教教育長宛に進達 した。

第 2節 調 査 の 経 緯

1 発掘調査

平成 20年 9月 24日 本 日より調査を開始する。機材の搬入、テン ト設営、 トイレ搬入等。調査前全景写

真撮影を行 う。教育委員会黒澤氏現地にて調査の打ち合わせを行 う。

10月 2日 雨天続きで調査が中断していたが、本日より再開する。遺構検出作業を行 う。

7日 遺構検出状況の写真撮影を行った後、1・ 2号古墳の掘 り下げに着手。遺構調査に入る。平行 してグリッ

ド杭の打設を実施する。

9日  1・ 2号溝、 1号方形周溝墓、4・ 12・ 13号住居跡、 1・ 2号 ピットの掘 り下げに着手する。

15日  1号古墳の掘 り下げを終了。終了写真撮影を行 う。1号から 12号 までの住居跡調査に着手する。また、

セクションの実測作業に着手。3号土坑、4号住居跡セクション、6号土壌遺物分布図の作成を行 う。

16日 基本層序の観察坑を設ける。 1号方形周溝墓の調査を行い平面図の実測に取 りかかる。 13号住居跡

まで調査を進める。

20日  遺物包含層の調査を開始する。平行 して各遺構のセクション写真撮影。2号古墳の実測を開始する。

23日  1・ 2・ 7・ 11・ 13号住居跡セクションの実測を行 う。 1・ 2号炉の調査を開始する。

28日  15号住居跡、 1・ 2号溝、 1号方形周溝墓、 10号住居跡平面図作成。

31日 天気に恵まれ、写真撮影を中心に作業を進める。4号住居跡完掘全景、 1・ 2・ 3・ 7・ 9・ 10・ 12・

13・ 14号住居跡セクション、 2・ 3・ 5。 9号土坑セクション並びに完掘状況、 1号溝、 1号方形周溝墓完掘写
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真を実施する。 10。 15号土坑掘削を進める。

11月 4日 9・ 10・ H。 15号住居跡掘削継続。 10号住居跡遺物出土状況並びに炉の写真撮影を実施する。

10日  全景写真の撮影を航空撮影で実施する。写真撮影終了後、貝塚の貝採取に取 りかかる。各遺構の終

了写真撮影を実施する。

11日 貝塚の貝採上げを終了。各遺構の個別写真並びに終了平面図の作成、住居跡掘 り方調査を終了して、

本地区の調査を終了する。同日、教育委員会より調査終了の確認を得る。

2 整理作業

平成 20年 12月 5日 水洗い作業を開始する。平行 して図面の整理、写真の整理を開始する。

10日  水洗いが終了した遺物より、注記作業に取 りかかる。

25日  土器水洗い終了。貝の洗浄を開始する。

平成 21年 1月 18日  注記作業を終了 し、貝の洗浄が終了 した分より任意サンプルを抽出し遺構別貝の計

測作業にとりかかる。

25日 出土遺物の分類作業を開始する。

2月 10日 遺物の選別を終了し、台帳を作成する。

11日 遺物接合、実測、採拓を開始する。遺物分類に平行 して、遺物原稿の執筆を開始する。

25日  遺構図面修正を開始する。平行 して遺物のデジタル トレースを開始する。

3月 7日 報告書の編集を完了する。

8日  印刷屋へ入稿する。

10日  初項原稿の校正を実施する。

12日 2校原稿修正を行 う。

17日 報告書刊行。教育委員会に納品する。
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第 2章 遺跡の位置 と環境

第 1節  地 理 的 環 境  (第 1図 )

赤弥堂遺跡は、土浦市下坂田 1,350-1外 に所在する。この遺跡の所在する土浦市は茨城県南地区のほぼ中

央に位置 し、北部には筑波山塊から南東に伸びる新治台地、中央部は古鬼怒川により形成された桜川低地 (現

在の桜川流域 )、 東部には霞 ケ浦の土浦入 り、南部は筑波稲敷台地から成 り立っている。周辺市町村 としては

市域の北部は石岡市 と接 し、北部から東部にかけかすみがうら市 と接する。西部はつ くば市、南部は牛久市や

稲敷郡阿見町と接 している。

今回調査が実施された赤弥堂遺跡は、桜川北岸の標高 26～ 27mの新治台地上の縁辺に位置 している。こ

の遺跡がある坂田地区は、およそ常磐自動車道の西側で国道 125号の南側に広がる地域であ り、市内でも有数

な畑作地帯で、特に梨の栽培や花井栽培が盛んに行われている。細か く見れば坂田地区の東側が下坂田、西側

が上坂田となる。下坂田の集落は台地下に集まり、上坂田の集落はおよそ台地上にまとまっている。

第 2節 歴 史 的 環 境  (第 1図 )

以下は、赤弥堂遺跡の周辺の遺跡で、試掘確認調査を含め調査のなされた遺跡を中心に取 り上げ、時代順に

その概要を述べてみたい。

旧石器時代 この時代の遺構が明確な遺跡は、山川古墳群 (18)の第 2次調査や神明遺跡 (19)の第 4次調

査を除いて今のところない。特に前者では層位の異なる石器集中地点を 3ケ 所確認 した。これらの内、最も下

層の石器集中地点からは台形様石器やIIX形 石器が出土 し、周囲からは炉跡も確認された。同炉跡出土炭化物の

年代測定を実施 したところ、今から約 3万 2千年前のものであると測定された。市内でも最も古い石器集中地

点の一例 といえ、炉跡の確認 と関連 して興味深い事例 といえる。

縄文時代 この時代の遺跡 としては、赤弥堂遺跡 (1)、 馬場先貝塚 (3)、 中台遺跡 。中台貝塚 (5)、 下坂

田塙台遺跡 (9)、 上坂田寺裏貝塚 (H)、 上坂田貝塚 (14)、 神明遺跡 (19)がある。中台遺跡 。中台貝塚や

上坂田貝塚は、筑波大学により踏査や確認調査等が実施された。前者では地点貝塚が環状に巡る様子が指摘さ

れ、ヤマ トシジミを主体 とする後期 (加 曽利 B式期)の貝層が確認された。後者ではハイガイを主体 とする前

期 (関 山式期)の住居跡内貝層が調査された。神明遺跡では数次にわたる調査で、中期 (加 曽利 E式期)の集

落跡の存在が明らかになっている。同遺跡では中期 (加 曽利 E式期)の土坑からサルボウやハマグリを主体 と

する地点貝塚が確認された。馬場先貝塚、上坂田寺裏貝塚についても、ハイガイを主体 とする前期 (関 山式期)

の地点貝塚 とされ、坂田地区の台地上に前期の地点貝塚が広 く点在する様子が理解できる。 このほか、坂田地

区における集落遺跡の展開状況について、本事業に伴 う平成 18。 19年度の試掘確認調査や平成 20年度の赤

弥堂遺跡東。中央区の発掘調査によりその輪郭が明らかにされつつある。それは、前期の地点貝塚の点在以外に、

中期の集落跡が濃密に広 く展開することが指摘できる。また、中台遺跡・中台貝塚では中期から後 。晩期に及

ぶ地点貝塚を伴 う集落跡が広 く展開するといえる。

弥生時代 この時代の遺跡 としては、山川古墳群 (18)の第 3次調査で住居跡 2軒 と、北西原遺跡 (20)の

第 2次調査で住居跡が 1軒調査されている。本事業の試掘確認調査の結果では、赤弥堂遺跡 (1)の西側や下

坂田塙台遺跡 (9)で僅かながら弥生土器片が採集されているのみである。坂田地区から常磐 自動車道を挟ん

だ常名地区にかけての台地上には、弥生時代の痕跡が非常に乏 しいことが想定される。

古墳時代 この時代の遺跡は多 く、特に古墳や古墳群の存在が特徴的であ り、現状でも台地の縁辺に墳丘の
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(国土地理院発行 1/25,000に 加筆)

表1 周辺の遺跡一覧

配 遺 跡 名
時  代

備 考
旧石器 縄 文 弥 生 古墳 奈良 平安 中 世 近 世

l 赤弥堂遺跡 ○ ○ ○ ○ H14・ 18・ 19年度 試 掘確 認調 査

2 石橋古墳 ○

3 馬場先貝塚 ○ H18年 度試掘確認調査、旧下坂田鹿島前貝塚

4 釈迦久保古墳群 ○

5 中台遺跡 。中台貝塚 ○ ○ H2年度調査 、 H19年 度試 掘確認調査 、 旧下坂 田貝塚

坂田台山古墳群 ○ H19年 度試掘確認調査

武者塚古墳群 ○ S58年度調査、市指定史跡

8 下坂 田塙台遺跡 ○ ○ H19年 度 試掘確認 調 査

9 坂田塙台古墳群 ○ H19年度試 掘確 認調査

10 峯台館跡 ○

上坂田寺裏貝塚 ○
つ
る 坂田立野古墳群 ○

琢原古墳群 ○

14 上坂 田貝塚 ○ S66～ 57年度調査、旧上坂田北部貝塚

藤沢城跡 ○

16 瓢箪塚古墳 ○ 湮滅

常名天神山古墳 ○ H2年度測 量調 査 、市指 定史跡

山川古墳群 ○ ○ ○ H7・ 15年度 調査

神明遺跡 ○ ○ ○ H9・ 13～ 15年度調査

北西原遺跡・北西原古墳群 ○ H5～ 7・ 14年度調査

西谷津遺跡 ○ ○ H14年度調査

つ
つ 弁才天遺跡 ○ ○ H8年度調査、湮滅
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残る古墳が比較的残 り、古墳群を形成 している。坂田地区には、石橋古墳 (2)、 釈迦久保古墳群 (4)、 坂田

台山古墳群 (6)、 武者塚古墳群 (7)、 坂田塙台古墳群 (9)、 坂田立野古墳群 (12)、 塚原古墳群 (13)が

あり、常名地区には常名天神山古墳 (17)、 過去に湮滅 した瓢箪塚古墳 (16)、 山川古墳群 (18)、 北西原古墳

群 (20)が存在する。石橋古墳に近接する今回の赤弥堂遺跡東区の調査でも墳丘の削平された古墳が検出され、

本来は古墳群 として存在するものといえる。坂田台山古墳群は 3基の古墳からなり、第 1号墳は昭和 39年に

國學院大學 と土浦第二高等学校により発掘調査が実施された。武者塚古墳群は 2基の古墳からなり、この内の

武者塚古墳は昭和 58年 に筑波大学によって発掘調査が実施され、特異な形態の石室を持つ終末期の古墳であ

ることが判明した。出土品には銀製帯状金具や飾太刀、そしてみずらも発見され、現在県指定考古資料 となり、

古墳自体は市指定史跡 となる。坂田塙台古墳群は合計 13基の古墳で構成され、第 2号墳は通称「武具八幡古

墳」 とも呼ばれ、安政元年に武具類が出土 し、その遺物 と状況を記 した古文書が現在も地元に残されている。

第 11号墳は本古墳群内最大のもので、全長およそ 30mを 測る前方後円墳であり、平成 20年に筑波大学によっ

て測量調査がなされた。 このほかにも、本事業に伴 う試掘確認調査で墳丘が削平された古墳が多数確認されて

いる。坂田立野古墳群は 4基の古墳からなり、塚原古墳群は 2基の古墳からなる。常名地区の常名天神山古墳

は全長 90mの 前方後円墳で、 5世紀初め頃の古墳 と想定され、現在市指定史跡 となる。その北側に広がる山

川古墳群では 3次にわたる調査で、33基 もの古墳が確認され、前期から終末期の古墳が検出された。その中

でも 20基を超す大小様々な前期の方墳群の存在は特筆される。そして、同一台地上のより北側には北西原古

墳群が存在 し、終末期の方墳 4基で構成される。

この時代の集落跡 としては、赤弥堂遺跡 (1)、 中台遺跡 (5)、 神明遺跡 (19)、 北西原遺跡 (20)、 西谷

津遺跡 (21)、 弁才天遺跡 (22)で確認されている。特に北西原遺跡を中心にその周辺の神明遺跡では数次に

わたる調査で、 100軒以上もの前期の竪穴住居跡が検出された。西谷津遺跡や弁才天遺跡でも同時代の集落跡

が検出され、前期や後期の竪穴住居跡が目立って確認されている。

奈良・平安時代 この時代の遺跡 としては、赤弥堂遺跡 (1)、 下坂田塙台遺跡 (9)、 西谷津遺跡 (21)、 弁

才天遺跡 (22)で確認され、竪穴住居跡によって集落跡が形成されている。遺構の時期が明確なのは西谷津遺

跡や弁才天遺跡で、前者は 8世紀前半から9世紀中棄まで継続する集落跡であ り、後者では 8世紀前半から 9

世紀後半までの竪穴住居跡 60軒以上で構成される集落跡であることが確認され、掘立柱建物跡 もまとまって

検出された。弁才天遺跡は市内でも数少ない 8世紀代の規模の大きな集落跡 といえ、同期の多彩な出土遺物が

出土している。出土遺物 としては、銅製品として皇朝十二銭の一つである和同開弥、杏葉、帯飾 りなどがあり、

鉄製品としては匙や鋤先などが見 られる。緑釉陶器や灰釉陶器も出土 し、「億万」などと書かれた墨書土器も

出土 している。

中世以降 この時代の遺跡 としては、赤弥堂遺跡 (1)、 中台遺跡 (5)、 峯台館跡 (10)、 藤沢城跡 (15)、

山川古墳群 (18)、 神明遺跡 (19)がある。赤弥堂遺跡や中台遺跡の試掘確認調査では性格不明の溝跡や大型

の掘 り込みが確認され、内耳土器などが出土 している。峯台館跡は台地縁辺部を区切るように土塁が明瞭に巡

り、その中に存在する坂田塙台古墳群第 11号 墳も土塁の一部 として利用されている様子が窺える。坂田地区

の台地北西端 と谷を挟んだ対岸には藤沢城跡がある。その範囲は明瞭ではないが、現在の藤沢集落の多 くを含

むものと思われ、その中には一部土塁や堀跡が残る。常名地区では山川古墳群の第 2・ 3次調査や神明遺跡の

第 1・ 3・ 4次調査の成果で、東西長 125mで南北長 103mの方形の溝で囲まれた方形館跡 と考えられる遺

構が確認されている。方形の区画溝内には掘立柱建物跡、柱穴群、井戸跡、竪穴状遺構などが検出され、遺物

は少ないものの鎌倉時代の土師質土器小皿や竜泉窯系青磁の画花文碗や常滑産陶器片、銭貨が出土 している。
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このほか、近世が主体 となる遺跡はないが、赤弥堂遺跡 (1)、 神明遺跡 (25)な どで溝跡や墓坑が確認され

ている。
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第 3章 調査の方法と標準堆積土層

第 1節  調 査 の 方 法 (第 2図 )

発掘調査は、土浦市教育委員会において確認調査、並びに表土掘削作業が終了していたために、グリッド杭

の打設並びに遺構確認精査作業より開始 した。

グリッドは調査区域の形状が東西に長い道路幅であるために、道路の主軸方向に合わせて、任意の 5mグ リッ

ドを設定 した。その呼称は南北方向に北から南に A・ BoC・ ・・、東西方向は西から 0・ 1・ 2・ 3・ 4・ ・・

28グ リッ ドとした。調査終了後に任意杭の D-1及 び D-2杭に座標を取 り付け、D-1が X=11501230、 Y

=31033910、 D-2が X=11497.194、 Y=31036850と した。 尚、基 準 の BMは E-0グ リ ッ ド横 に

26.802mで設定 した後、調査区内に BMl=26.700m、 BM2=26800m、 BM3=27700mの 3カ 所を設

定 し測量の基準とした。

遺構調査は東側より開始 し順次西へ と調査を進めた。当初予想されていた遺構は縄文時代住居跡 6基 (内 3

基は貝塚 )、 古墳 2基、古墳時代前期住居跡 1軒、時期不明大形土坑 1基、炉 1基、溝 4条、包含層 1カ所であっ

たが、精査の結果、縄文時代住居跡 5軒 (貝塚 3基 )、 古墳時代住居跡 6軒、方形周溝墓 1基、古墳 2基、溝 3条、

炉跡 3基、土坑 14基、小ピット6基、遺物包含層 1カ 所が検出され、遺構の数は土坑を中心に増加 した。

各遺構は確認後に全体での写真撮影を行った後にセクション用のベル トを残 して掘 り下げを行った。セク

ション並びに遺構の実測は 20分の 1を基準に行った。

第 2図 遺跡の地形 とグリッ ド配置図 1/1000
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写真撮影は 3541m白 黒フィルム及びカラー リバーサルを用い行い、600万画素のデジタルカメラでの記録撮

影も平行 して実施 した。遺物の取 り上げは、覆土中のものは一括で取 り上げ、床面直上の遺物については記録

した後に取 り上げた。

貝層は当初コラムサンプル採取を予定 したが、覆土中に廃棄された貝の総量が比較的少量 と判断されたため

に全量採取を行 うことにした。従って、遺構は貝を残 して掘 り下げを進め、住居内に廃棄された貝層の範囲を

記録 した後に貝の採取を行った。

調査終了全体図は 200分の 1で実測を行い、終了の全景写真はラジヨンヘ リコプターによる空撮を実施 した。

第 2節 標準堆積土層 (第 3図 図版5)

本遺跡の標準堆積土層は調査区の中央やや東よりの C-22グ リッド調査区域南側壁部分で行った。基本的な

層序は全域にわたりほぼ同様で、表土層の下に旧耕作土層が確認され、その直下に第Ⅲ層ローム漸移層が確認

されこの上層が遺構確認面 となっている。第Ⅳ層のソフ トロームまでの厚さはおよそ 20cmを 測る。以下 V層

ハー ドローム層は締まりの状況及び色調から a～ dま で 4層 に細分される。

A
L=27 700

0                1                2m

1/40

第 3図 標準堆積土層

●基本層序

Ia 10YR5/2 灰黄褐色 腐植土

Ib 10YR5/2 灰黄褐色 表土 (耕作土① )

Ⅱ  10YR2/2 黒褐色 。10YR4/2 灰黄褐色の混入土 耕作土②

Ⅲ  10YR4/3 褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含む ロー

ムヘの漸移層

Ⅳ  10YR7/6 明黄褐色ローム・ 10YR4/3 褐色をやや多く含むソ

フトローム層

Va 10YR7/6 明黄褐色ローム ハー ドローム層① ブロック状硬

化部は少なく、プロック状軟質部の方が多い

Vb 10YR6/4 にぶい黄褐色ローム ハー ドローム層② ブロック

状硬化部と、プロック状軟質部はほぼ同比率である

Vc 10YR7/4 にぶい黄褐色ローム ハー ドローム層③ ブロック状

硬化部の比率の方が多く、ブロック状軟質部は少ない

Vd 10YR7/4 にぶい黄褐色ローム ハー ドローム層④ Vc層 よ

りもいくらか色調が明るく、全面に渡って固くしまっている

Ib

V/
Ⅳ

一　

Ｖａ

Vb

Vc

Vd
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1/500
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第 4章 検出された遺構 と遺物

第 1節 検 出 さ れ た 遺 跡 の 概 要

土器・土製品・石器は次節に示すとお り、縄文時代草創期から縄文時代晩期にわたるもので縄文土器では関

東地方の編年に即 した遺物が満遍なく出土 している。このことより、遺跡が縄文人にとって長期間に渡 り好環

境にあったことを物語つている。人々は縄文時代後半にほとんど姿を消 している。続 く弥生時代では遺物の出

土が見られるが量的には少ない。古墳時代では前期に集落や方形周濤墓の存在が確認されてお り、再びその足

跡を見ることができる。中期以降になると古墳が造 られて古墳が群集化する傾向が見 られる。 しか しながら奈

良・平安時代では全 く遺物遺構 ともに検出されず、再び確認できる時期は中世以降である。近世になり墓や道

が造られ、崖下の集落から耕作地や墓域に向かうための道が造 られたものと判断される。

第 2節 遺構外出土遺物

第 1項 遺構外出土遺物の概要

本遺跡より出土 した遺物の礫及び五輪塔・宝医印塔を除 く遺物総量は 104728.58で 、このうち縄文土器は

64851.4gの出土があ り、全体の 61,9%に 及ぶもので、ほぼ本時代を中心 とする遺物が中心である。さらに

サンプル採取を行っている為に全量の重量把握ができていない縄文時代前期の貝を含めると、縄文時代の遺物

が全体の 90%を超える分量となる。

弥生時代の遺物は 1点のみ検出されているものの、明瞭な資料 とはいえない。

続 く古墳時代では、遺構出上の遺物では土師器・土製品 。滑石製模造品があるが須恵器の出土はなかった。

奈良・平安時代の遺物はやはり明瞭な遺物の出土はない。僅かに常総型 と思われる甕の細片が検出されてい

るのみである。

中世では石塔類 として五輪等の空風輪・水輪・宝筐印塔 。かわらけが出土 している。

近世の遺物では中世末から近世初頭 と想定される志野焼皿 1点 と、陶磁器類が少量出土 しているのみである。

出土 した遺跡の概観を語る上で、次項で遺構外出土遺物を分類 し、その分類を基に各遺構の位置付けを行 う。

第 2項 遺構外出土遺物を基にした遺物の分類

本遺跡を概観するにあたり、遺物の水洗い注記終了後に全遺物の分類を行った。これらの遺物を群・類・種

別に分類 し遺構外出土遺物をもって遺跡の内容を把握することにする。分類結果より本遺跡出土の遺物を代表

する 234点の遺物を抽出し、以下のように分類 した。

第 1群土器 縄文時代草創期

第 1類 草倉1期井草式直前段階の土器

第 2類 夏島式上器

第 3類 その他の撚糸文系土器群

第 2群土器 縄文時代早期

第 1類 田戸下層式土器

第 2類 子母口式土器

第 3類 野島式土器

第 4類 鵜ケ島台式土器

第 3群土器 縄文時代前期
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第 1類 関山 I式土器

第 2類 関山Ⅱ式土器

第 3類 黒浜式土器

第 4類 浮島式土器

第 5類 十二菩提式土器

第 4群土器 縄文時代中期

第 1類 五領ケ台式上器

第 2類 阿玉台式土器

第 3類 勝坂式上器

第 4類 中峠式土器

第 5類 加曾利 E式土器

第 5群土器 縄文時代後期

第 1類 堀之内式上器

第 2類 加曽利 B式土器

第 6群土器 縄文時代晩期

第 1類 大洞 A式並行土器

第 7群土器 土製品

第 1類 土器片錘

第 2類 土製円盤

第 8群 石 器

第 1類 打製石斧

第 2類 磨製石斧

第 3類 石 皿

第 4類 磨 石

第 5類 凹 石

第 6類 敲 石

第 7類 軽石製石製品

第 8類 石 鏃

第 9類 剥片石器

第 10類 楔

第 11類 大 .珠

第 9群土器 弥生土器

第 10群 古墳時代の土器

第 1類 古墳時代前期

第 2類 古墳時代中期

第 3類 中期末用～後期初頭

第 11群土器 中 世

第 1類 かわらけ

第 2類 陶器

第 3類 石塔

第 12群土器 近

第 1類 陶磁器

世
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第 1群土器 縄文時代草創期

第 1類 草創期井草式直前段階の土器 (第 5図 図版 26)

a種  1・ 2

1は赤褐色を呈 し胎土が緻密で薄手の口縁部細片である。日唇部は指により摘ままれたような整形を行 うも

ので刻みを有する。勝田市原の寺遺跡出土遺物に類似する。口辺直下に僅かながら縄の側面圧痕 らしき痕跡が

観察される。無文系土器群・微隆起線文土器の可能性がある。日唇部の細片である為に明確ではないが、特殊

な遺物であることより問題提起 としてここに提示 しておく。

2は胎土中には多量の白色粒子 (石英 。長石 )が混入 している。口唇部に異方向の縄文が施文され下位に斜

方向の原体側面圧痕により文様構成を意図している。本遺物は形状及びその特徴から他の土器 と明瞭に差異が

認められるものである。類似するものとしては井草式直前段階の遺物の可能性がある。

b種 3・ 4

本種の土器は日縁部が外反 し、国縁直下に指による押さえが観察される。器形は小形で器壁も薄い。胎土中

には石英や長石の粒子を多量に混入する。3では口唇頂部に横方向の撚糸が施文され、胴部には縦方向の撚糸

が施文される。4は日唇部に RLの縄文が施文され胴部には縄文が縦方向に施文される。やは り井草式直前段

階の資料 と判断される。

第 2類 夏島式上器 (第 5図 図版 26)

a種  5～ 10

本種は口縁が僅かに外反肥厚する土器で、第 2類の遺物 とは異なり口唇直下の指による押さえは観察されな

い。撚糸は国唇部にまで施文されるもので、異方向の縄文の施文もない。胎土は第 2類 a種の上器 と同様に石

英や長石の粒子を多量に混入する。口縁部の形状から判断して夏島式でも古い段階のものと判断される。6。 7

は断面形が丸みを帯びるが 8のみ上端部が平坦になる。 b種に含めるべきか、やや新 しくなるものと考えられ

る。夏島 1式上器を本類 とした。

btt H～ 13

本種は口縁部の外反が殆 ど見 られず、直口縁になる点が前種 と異なる。縦方向の撚糸の施文状況は前種 と同

様であるが比較的砂粒の混入は少なくなる。夏島式でも 2段階に含まれるものと判断した。

第 3類 その他の撚糸文系土器群 (第 5図 図版 26)

aI重  14″-20

本類は第 2類 aob種 に伴 う土器の胴部片である。縦方向の撚糸が施文されるものであるが、 15～ 16は や

や薄手で砂粒の混入量が多い点より 1類 b種に伴 う可能性がある。また、 17～ 20はやや厚手 となり器形もや

や大形の深鉢 と判断される。さらに砂粒の混入量もやや少なくなる点から第 2類 b種に伴 う胴部片 と判断され

る。

第 2群土器 縄文時代早期

第 1類 田戸下層式土器 (第 5図 図版 26)

a種 21

本種の土器は遺跡全体の遺物の中で 1点のみ確認されている。21は所謂沈線文系の土器である。太い沈線

により横位の平行線が描かれる。田戸下層式 と判断した。

第 2類 子母口式上器 (第 5図 図版 27)

aI重  22・ 23
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本種の遺物は国縁部が内削になるものである。何れも胴部には横方向の条痕が施文される。22では内面の

条痕は浅 く、23では口唇部に僅かな刻みが施され、内外面共に明瞭な条痕が施文される。胎土中には繊維の

混入は微量で、特に 23では白色の石英や長石・雲母を多量に含み繊維の混入は殆 ど見 られない。南関東地域

における同時期の資料 とは明らかに胎上の点で差異が認められる。

b組: 24-29

第 2類に伴 う胴部及び胴部下半の資料である。24・ 25は 23と 同様の胎土で同一個体の可能性がある。29

は尖底部の付近の破片で、想定される器形はやや細身 と考えられる。

第 3類 野島式土器 (第 5図 図版 27)

al重  30″ヤ35

胎土中に繊維の混入は殆 ど見られない。何れも薄手の土器である。微隆起線により区画された内部に太い沈

線が充填される。微隆起線が明瞭ではなく、沈線部分のみの構成となる 33・ 35の破片もあるが、沈線が太 く、

繊細な手法より本類 とした。やはり薄手で繊維の混入が殆 ど見られないことから県北地域に於いて見 られる、

東北地方南部の槻木下層式段階の影響を受けるものと判断される。

第 4類 鵜ケ島台式土器 (第 5図 図版 27)

aI重  36-41

胎土中の繊維はやや明瞭で、36・ 37は 口縁部の破片で日唇部はほぼ平坦に面取 られる。口唇直下に沈線に

より区画された内部に角棒状の工具により刺突列が加えられる。また、36・ 37・ 39では沈線、微隆線の交点

部分に円管状の刺突が加わる。また、40・ 41は胴部に段を有するもので、段上には刻みが施される。

b租: 42″ヤ49

42は 吸盤状の突起を有する波状口縁の破片である。内外面に条痕を有 し、突起部より垂下する沈線にこれ

を円形に取 り囲む押 し引き文が施文される。厚さがあり、繊維の混入は明瞭である。43・ 44は 同一個体 と考え

られる。直立する国縁の上端部には刻みを有する隆帯が 1条巡る。何れも繊維の混入量はやや少なく、砂礫の

混入が多い。43に は棒状の貼付文が垂下 している。条痕は内外面共に浅い。常世式など東北地方の影響を感

じさせる。45～ 48は胴部の破片である。内外面に条痕が施文され厚みがある。また繊維の混入も明瞭である。

48に は赤彩が施されている。49は底部の破片である。小形の平底で、外面には条痕が施文される。繊維は多い。

本類の遺物は鵜ケ島式土器でも後半段階の資料 と考えられる。

第 3群土器 縄文時代前期

第 1類 関山 I式土器 (第 6・ 7図 図版 27・ 28)

a相: 50々ヤ52

口縁部の破片で、梯子状文様が描かれる。50は半載竹管による平行沈線を描いた後貝殻の復縁によって刺

突が加えられ梯子状の文様を構成させている。ニツ木段階の可能性も考えられるが、半載竹管の使用から関山

式でも古い段階であろう。51・ 52は 同様に半載竹管による平行沈線で梯子状の文様が描かれる日縁部の破片

である。

bl重  53・ 54

本種は国縁部の直下に隆帯が 2条巡 り、国縁部文様帯を画 している。文様帯には梯子状の文様が半載竹管の

平行沈線によって描かれる。関山 I式土器でも古い段階に含まれるものであろう。

cI重  55´-61

本種は半裁竹管による平行沈線を描いた後、刺突を加えて梯子状の文様を描 くものである。55。 58・ 60に
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は円形の貼付文が付される。55～ 59で は直線を斜方向に描 く梯子状の文様で、60で は羊角状の曲線が描か

れる。地文は無い。61では胴部の屈曲部に梯子状の文様が刻まれている。56・ 61では多段の環付末端 (以下ルー

プ文 )が描かれる。56は 4段のループ列の下に単節 RLの縄文が施文される。58で は文様部分に地文はな く

胴部に単節 LRの縄文が施文される。59で は無節 Lと RLの縄文が施文され羽状を構成 している。61では梯

子状文様の下位に多段のループ文が施文されるもので、上 2列が左方向のループ、下 5段が右方向のループと

同一個体でループ文の施文方向を変えている。関山 I式土器でもやはり古い段階と判断される。

dl重  62´ヤ65

本種は半載竹管により平行沈線を描 くものであるが前種の手法 とは異な り、爪形状の刺突押 し引き文が加わ

るものである。何れも回縁部の破片で 62～ 64は波状口縁 となる。62で は国唇部には刻みが施されている。

何れも梯子状の文様により菱形文を構成させるもので、62～ 65では円形の貼付文が付される。62では文様

帯の下位に左方向のループ文が多段にわたり施文されている。いずれも文様帯部の破片である。

el重  66´ヤ68

66・ 67は接合資料である。68も 同一個体の可能性がある。波状を呈する国縁で、波頂部には貼付文風の刻

みが施される。国縁部文様帯はな く、地文の上に口縁部付近のみに縦長の楕円形貼付文が施される。地文には

RLお よび LRの縄文を横帯施文させ、羽状を構成させている。関山 I式土器 と判断される。

fれ三 69´ヤ73

本種は半我竹管により曲線及び直線をあわせて描 く土器である。69は 回縁部の破片で地文にループ又は結

節縄文が施文され円形の貼付文が施される。70は平縁の口縁で円形の貼付文が口唇部に付けられている。浅

鉢若 しくは台付の鉢形土器の口縁部であろうか、円形の文様を直線で放射状に連結させ、端部は羊角状に屈曲

させている。地文には単節 RLお よび LRの羽状縄文を施文 している。71は胴部の破片である。平行沈線によ

り羊角状の文様が描かれる。地文は器面が剥落 して明瞭ではないが、複節の縄文が施文されている可能性があ

る。72は 70同様の円形分文から放射状に平行沈線が連結される。地文には前々段合撚 LRL(R)の 縄文が施文

される。73は 円形文から平行線が連結される部分の小破片である。地文には縄文が施文されるが判読できない。

関山 I式段階である。

gttg 74-76

本種は半載竹管による平行沈線を直線的に描 くもので、曲線は用い られない種である。74は 国縁直下に 1

条の沈線が巡 り、直下に斜方向の平行沈線が描かれる。地文には 0段多条の RLと 無節 Lに よる羽状の縄文が

施文され、縄文を区画するようにコンパス文が上下 2段に描かれる。75で は鋸歯状の平行沈線が描かれる地

文には右と左のループ文が 2段に施文され一部に O段多条の LR縄文が観察される。76はやや屈曲して内傾す

る口縁部の破片である。国縁部に沿って 2条 (3本 )の平行沈線が巡 り、屈曲部以下は斜方向の平行沈線が描か

れる。地文には前々段合撚 LRL(R)の 縄文が施文される。関山 I式段階の資料 と判断している。

h租ヨ 77-83

コンパス文を施文するものを本種 とした。77は 国縁部の細片である。国唇直下にコンパス文が描かれる。

地文は前々段合撚 LRL(R)の 縄文か。78。 79は 同一個体 と判断される深鉢形土器胴部の大破片である。コン

パス文が描かれ、地文には 0段多条の RLと 単節 LRの縄文を横方向に交互に回転施文させ菱形の構成を行っ

ている。78の下位にはループ文が描かれる。80は胴部屈曲部の大破片である。屈曲部の中央部分にコンパス

文を横方向に描き、上下にこれを挟むように多段のループ文を施文する。上半では無節 Lの縄文、下半では単

節 RLと LRの縄文が羽状に施文される。81は 円筒状の器形を呈する小形の上器である。国縁直下にはループ
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…

文が 3段左・右・左 と方向を変えて施文される上半部には 0段多条の RL及び単節の LR縄文が羽状に横施文

される。さらに下位にループ文を 1条配 した後、0段多条 RLが施文される。胴下半にはコンパス文が 1条巡る。

82は屈曲部の破片である。屈曲部に 4段のループ文が左・左・右 。右の順に施文され、以下に O段多条の RL

縄文が横方向に幅広 く施文される。同文下半の最大径部分にコンパス文が横走する。83は胴部下半の接合部

分の破片である。ループ文、0段多条の RL、 2段のループ文、コンパス文の順に施文され、ループ文の下に右

巻 RR左巻 LL組紐文が回転施文される。

本種の遺物はコンパス文の多用、組紐文の出現等から関山 I式新段階の資料 と判断される。

1種  84々ヤ95

縄文及びループ文のみを施文する一群を本種 とした。84は 口縁部の破片である。左方向のループ文が 4段

にわたり施文されている。85は直立気味の日縁部破片である。端部に環状のループを有する単節 LR縄文を 7

段にわたり丁寧に横回転施文させている。施文の幅に変化をもたせることにより、下位に多段のループ状の効

果を出している。86は 円筒状の胴部破片である。単節 LRと 0段多条の縄文を交互に配 し、菱形状の効果を出

している。原体の幅は 3cm程でやや幅広で平行に施文される。縄文帯の間には 3段右・左・左のループ文が

施文される。87は 0段多条の RL及び同じく多条の LRを交互に配 し菱形の効果を出すもので、端部に環状の

処理を行っていない縄が用いられている。88は 87同様に 0段多条の縄によって菱形を構成するが、下半に

端部を環状に処理 した縄の端部を回転施文することによリループ状の文様を描出している。89は 同様の 0段

多条の縄文を羽状に施文する胴部片である。端部に繊維束の圧痕が見られ端部自巻きの痕跡 と考えられる。90

は 0段多条の縄文を羽状に施文するものであるが、上の LRの端部、下の RLの端部がそれぞれ環状に処理さ

れたものが重なるように施文されてお り、結東縄文的な雰囲気を出している。91は僅かに外反気味に開 く口

縁部の破片である。口唇部直下よりRLの細かな単節縄文が粗 く施文されている。92は平縁の回縁部の破片で、

瘤条の突起が付される。日縁直下に単節 RLと LRの縄文を羽状に施文する。89同様の繊維束の圧痕が見られ、

端部 自巻の縄が用いられる。RLの縄は上端部が環状の処理が行われている。93は太い RLの単節縄文が全面

に施文され、口縁直下に以上のループ文が巡る。94・ 95は外反気味に開く口縁部の破片である。何れも口縁

直下に無文部を有するもので、94で は末端を環状に処理 した単節 RL、 95で は単節 LRの縄文が施文される。

関山 I式の古段階より新段階に渡る資料が含まれるものと判断される。

」れ董 96

結節縄文を施文する破片である。補修孔が穿たれている。結節文は端部が閉じた 8の字の縄を用いるもので

仮称結節回転 B(上守 2009)と 称されるものである。3段 にわた り施文され、 1段ずつ方向を変えて 4段にわ

たり施文されている。ニツ木段階から関山 I式古段階に多 く見 られることが指摘されてお り、本遺物も関山 I

式の古段階の資料 と判断される。

第 2類 関山 H式土器 (第 7図 図版 28)

aI重  97

胴部が大きく括れるタイプの土器。括れ部にループ文が配される。下半には単節 LR、 上半には単節 RLと

LRの縄文により羽状構成を行 う。器形より関山Ⅱ式 とした。

bl重  98

平縁の口縁で地文に LRの単節縄文を施 した後に半裁竹管により口縁直下に鋸歯状文様が描かれる。

cI重  99

波状口縁を呈 し双角状の突起を有する。縄文は単節 RLの縄文が斜方向や縦方向に施文される。縄文の施文
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状況より関山Ⅱ式 とした。

dl重  100

胴部細片である。単節 RL及び LRの縄文が羽状に施文された後、棒状工具による刺突列が 4条施文される。

同様の類例が不明であるが、縄文が小さく不鮮明な点より関山Ⅱ式に含めた。

e種  101-104

片口を有する土器を本種 としてまとめた。 101は片口部の下端にまでループ文が施文され、半我竹管による

鋸歯文が描かれる。 102は c種に見 られるような不規則で小粒の縄文が施文される。 103は片田部周辺に条線

状の工具により鋸歯状の文様が浅 く描かれる。 104は 102同様の縄が施文される。片口部を有する器形より

本種は関山Ⅱ式段階とした。

f種  105´ヤ 110

組紐文を多用する土器群を本種 とした。 105。 106は右巻 LL左巻 RR、 107・ 108は右巻 RR左巻 LLであ

る。 109は 0段の条を用いる右巻 Hと 左巻 rrと 判断される。 (山 内は 0段の縄を用いるものについての表記を

示 していないが、円筒式にその存在があることを述べている。)110は 105・ 106同様の右巻 LL左巻 RRの

組紐を用いるもので、胴部括れ部分にはコンパス文が 1条巡 らされている。組紐文の多用から関山Ⅱ式にした

が、HOはやや古 くなる可能性がある。

gtt Hl～ H8

直前段合撚の土器を本種 とした。 Hlは 口縁部の破片である。 1段で LRと RLの縄を Lに撚ったもの (以下

LLR・ RLL o RRR・ LLLと 表記する )である。H2は胴部の破片である。Hlと 逆方向の直前段合撚 RLLの 縄

である。H3は LRR直前段合撚の縄 とRLL直前段合撚縄を交互に施文 し羽状を構成 している。H4は 日縁部

の破片で lHと 同様であるが、0段多条の縄を用いている。 H5は RRR、 LLLの縄を用いて羽状を構成する。

H3と 同様であるが 0段多条の縄を用いている。 H6は LLLの縄を用いるものであろうか表面が剥落 して明

暉ではない。付加条第 2種の可能性もある。 H7は上半に付加条第 2種の縄を、下半には RLLの 直前段合撚

の縄文を配 し、羽状を構成させている。 H8は細片のために明瞭ではないが付加条第 2種の可能性がある。本

種の遺物は関山Ⅱ式段階の資料 と判断される。

h種  119。 120

櫛歯状工具による流水文状の文様を描 くものである。横位の条線により区画帯を設け同一の工具によって流

水文を充填させている。H9で は 2段の流水文が、120では 1段が観察される。H9で は地文は観察されない。

120では単節 RLの縄文がやや斜方向に施文される。いずれも櫛歯の単位は 4本 1単位 と判断される。胎土中

の繊維及び器面の調整は関山段階の資料 と大差なく同時期の資料 と判断した。

i種 121‐

やや内湾気味に立つ深鉢の日縁部破片である。ハイガイ等の肋脈のある貝殻の復縁を刺突 して擬似縄文的な

文様を構成する資料である。繊維の混入量は微量で、器面はサン ドイッチ状に丁寧に整形されている。

j種の資料とした底部の 128と 同一個体 と判断される。

j種  122～ 130

第 3群 1・ 2類の上器の底部破片資料である。122・ 123は 0段多条の縄文により羽状構成を行 う資料である。

端部の突出はな く底部は上底状 となる。 124は 2群 g種の底部で下端がやや突出し、直前段合撚の RLRが施

文される。 125はやはりg種の資料である付加条第 1種の縄文が施文される。下端部の突出は見られずやや上

底になる。126は 下端がやや突出し上げ底状になる底部である。胴部には右巻 LL左巻 RRの組紐が施文される。
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127は 下端の突出は見られない。上底状で胴部下端部に半裁竹管による鋸歯状の文様が描かれる。 128は胴部

下端の突出は弱 く、上げ底状になる。本類 1種の遺物同様で、ハイガイの復縁が刺突され擬似縄文的に表現さ

れている。 129はやや大形の底部破片で、僅かに上底になる。器面の剥落が激 しいが、0段多条の縄文が僅か

に観察される。 130は円形に破損 した底部の破片で、0段多条の縄文が全面に回転するように施文される。

第 3類 黒浜式土器 (第 7図 図版 29)

本類 と明確に判断される資料は極めて少ない。繊維を混入する土器群の大半は前類の遺物 と判断されるもの

で、僅かに本類の初頭 と想定される遺物が 2点検出されているのみである。胴部の細片の中に本期の遺物が含

まれる可能性もあるが、未使用 となった大半の繊維混入土器は前類の遺物 と判断している。

a種  131

回縁部の破片である。内面の整形がやや粗い。外面には半載竹管による平行線が 4条巡った後、以下は肋骨

文を意識するように斜方向に平行沈線が粗 く引かれる。地文は観察されない。

黒浜 1式 と判断される。

b種  132

胴部下半の接合部の破片である。接合部の上半に破先端の鋭い沈線によって格子目文が描かれる。接合面よ

り下には単節 LRの縄文が施文され、接合前に縄文が施文されている。関山Ⅱ式から黒浜 1式にかかる遺物 と

判断される。

第 4類 浮島式土器 (第 8図  図版 29)

a種  133

緩やかに外反する口縁部の破片である。国唇部直下に原体の側面圧痕が 2条に渡 り押圧され、下半に撚糸状

の縄が僅かに観察される。胎土中には繊維の混入は見られず、口唇部の整形も指の圧痕が残るなど早期以前の

資料の可能性もあるが、胎上の状況と器形より本類に含めた。浮島 1式 と判断した。

b種  134・ 135

変形爪形文を横方向に施文するもので、地文はない。爪は 120でやや幅広 となる。 121は 2列の変形爪形

文が横走するもので幅はやや狭い。胎土は何れも砂質で焼成は良好である。浮島 2式 と判断される。

c種  136´-138

136。 137は 口縁直下に棒状工具による刺突列を有するもので、口縁部文様帯は簡素に /d― る。 138は同様の

遺物胴下半部の破片であろう。肋脈のある貝殻復縁により支点を交互に変換させて鋸歯状の文様を施文 してい

る。焼成は b種同様に良好で、胎土中には砂の混入が目立つ。浮島 3式 と判断した

第 5類 十三菩提式土器 (第 8図 図版 29)

a種  139～ 145

139は集合沈線を描 く波状口縁の破片である。細い平行沈線による菱形の文様を構成させる。文様部の下端

には三角形の印刻文が刻まれている。 140は集合沈線を描いた間隙に三角形の印刻文を充填させる国縁部の破

片である。 141は三角形の印刻文が上下に段に連続施文されるもので、地文はない。本類に含めたがやや下る

可能性もある。 142～ 144は結節浮線文を施文するものである。 142は 国縁部直下の文様部の破片であろう。

大きく内湾する破片である。地文に単節 RLの縄文を施文 した後、結節浮線文により楕円形の区画を設け内部

に縦方向の結節浮線文 2条を垂下させている。 143・ 144は同一個体の可能性のある細片である。地文に集合

沈線を密に描き、結節浮線文により曲線を描 くものである。中部高地に見 られる晴ケ峰式土器の影響を感 じさ

せる土器で、雲母の混入が目立つ。 145は小突起部の破片である。鋸歯状の文様及び口唇部に縦方向の沈線が
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描かれている。胎土 。焼成より本種に含めた。

第 4群土器 縄文時代中期

第 1類 五領ケ台式上器 (第 8図 図版 29)

a種  146´彰 149

146は沈線により幾何学文様を描き、沈線に沿って三角形の印刻文を刻んでいる。蓮状文様に類似する。

147はやはり沈線による幾何学的な文様を描き、三角形の区画体の内部に三角形の印刻文を充填させている。

148・ 149は横位の沈線を描き、沈線に沿って三角形の印刻状の刺突を加えるものである。 149の胴部には縦

方向に Z字状の結節文が施文されている。何れも薄手で 147・ 149では砂粒の混入は少なく雲母もあまり目立

たない。 148は多量の砂が混入され、雲母の混入も明瞭である。五領ケ台式でも前半期に位置付けられるもの

であろう。

b種  150-154

何れも胴部の細片で縦方向の Z字状の結節縄文が縦方向に施文される。154で は同様の結節縄文が縦方向に

2条施文され、条間に LRの縄文が縦方向に施文される。本類は同類 a種の胴部破片であるう。

cI重  155´ヤ 163

155～ 158は 国縁部の破片である。155。 156・ 159な どで口縁部直下に折 り返 しが観察され、国縁部は

ほぼ直立する器形 となる。 155で は幅広の折 り返 しが観察され、LRの縄文が縦方向に施文される。 155以外

では横方向の Z字条結節文様を施文する特徴を有する。前種の遺物が縦方向の結節紋の施文に対 して縦方向に

施文される本種は所謂下小野式 と称される。五領 ケ台式土器の一地方形式 と考え本類の中に含めた。 159～

163は胴部の破片である。同様の結節文が横走する。何れも薄手の土器で焼成は良好である。また、胎土中の

砂粒も少ないが僅かながら雲母の混入が目立っている。

第 2類 阿玉台式土器 (第 8図 図版 29)

aI重  164・ 165

164は大波状口縁を呈する土器で波頂部より縦方向の棒状の隆帯が垂下する。隆帯の断面は三角形でやや尖

る。 165は断面がややかまぼこ状の隆帯が円形に配され、橋状の把手が隆帯から波頂部に連結される。また、

隆帯によって区画された内部には角押文が全面に充填されている。阿玉台 Ib式 と判断される。

bイ重  166´ヤ 174

口縁に窓枠状の区画帯を有 し隆帯に沿って複数の角押列が施文される一群である。隆帯はかまばこ状や方形

に近いものもある。 169は大波状の把手部分で中心に円孔が穿たれる。 174は胴部下半の資料で断面かまぼこ

状の隆帯が曲線を描いて垂下する。阿玉台 Ⅱ式と判断される。

cI重  175

胴部下半の破片である。襲状の文様がヘラ状の工具による刺突列へ と形骸化するものである。 b種の胴部破

片 と判断される。阿玉台 Ⅱ式の資料であるう。

第 3類 勝坂式上器 (第 8図 図版 29)

al重  176´ヤ 179

176は小形の深鉢で波状口縁 となる。日縁部直下には刻みを有する隆帯が曲線を描いて貼付けされ、胴部上

半部の文様帯 と下半を画 している。下半は無節 と思われる縄文を地文にし、太い沈線が 2条垂下する。上半に

は同様の短沈線による刺突列が加わる。 177は蛇行する組状隆帯が貼付けられ、隆帯上には RLの縄文が施文

されている。 178は無節の縄文を地文 とするもので、角押文が縦方向に垂下 している。 179は渦巻状の幅広の
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貼付文上にキャタビラ状の刺突列が加わる。本種は勝坂式の範疇で捉えた。

bl重  180

断面方形の隆帯が曲線を描き貼付され、隆帯に沿って太い沈線が描かれる。胎土中には砂粒が多 く、雲母の

混入が目立つ。色調は赤褐色を呈する。勝坂式後半の焼町類型に酷似するもので本種 として区別 した。

第 4類 中峠式土器  (第 8図 図版 29)

aI重  181・ 182

181は深鉢形土器の突起部分の破片である。日縁に沿つて隆帯が巡 り、突起の内側には円形の窪みが穿たれ

ている。外面は RLの縄文が口縁直下から胴部にかけて施文され、頸部付近に太い沈線によって波状文が描か

れる。胎土中には雲母の混入が顕著で砂粒も多い。阿玉台式最終段階に類似する部分が見られる。 182は深鉢

の日縁部破片である。日縁部は幅広の無文帯を有 し、頸部にクランク状の貼付文が描かれる。内面には段を有す。

勝坂式又は大木 7b式の影響を感 じさせる土器で、何れも中期中峠式 と判断した。

第 5類 加曽利 E式土器

a種  12・ 13・ 15号土坑出土遺物 (第 9図 図版 30)

キャリパー形を呈 し、日縁部文様帯が二重隆帯によって区画され、文様部には渦巻き文 と剣先状の文様が描

かれる。加曽利 EI式古段階土器である。

b種  210・ 211

本種は加曽利 EI式新段階の土器 とした。明瞭な遺物の検出は無い。中期の遺物 とした大量の遺物の中で胴

部の幅広な摩 り消 し懸垂文を有する遺物は掲載資料の他には認められていない。僅かに 2点出土 しているがい

ずれも土器片錘であった。

c種

加曽利 EⅡ 式を本種 とする。本種の遺物は明確に確認されていない。

d種

加曽利 EⅢ式を本種 とする。本種の遺物も明確に確認されていない。

e種

加曽利 EⅣ式を本種 とする。本種の遺物も明確に確認されていない。

第 5群土器 縄文時代後期

第 1類 堀之内式土器 (第 8。 9図 図版 29)

al重  183

183は 口縁部に縁帯状の無文部を有 し、波頂部に円形の刺突文が施される。深鉢の口縁部細片である。堀之

内 1式中段階と判断される。

b種  184´ヤ 186

184は朝顔形の深鉢口縁部破片である。日唇端部には 1条の沈線が巡 り、波頂部に向かって沈線が斜方向に

描かれる 185・ 186は深鉢の胴部破片である。直線で区画された内部に「く」の字の平行沈線が充填される。

堀之内 1式新段階と判断される。

cI重  187´ヤ 190

187は外反 して開 く口縁の破片で、口縁部直下は無文 となり、以下上半部には単節 LRの縄文が施文される。

188は外反する日縁部の破片で、地文に単節 LRの縄文を配 した後、日唇直下に 3条の沈線が巡る。日縁は平

縁である。 189は胴部で屈曲した後開 く深鉢の回縁部破片であろう。波状口縁を呈 し、波頂部は双頭にわれ頂
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部より指で押えられた隆帯が垂下する。地文には単節 LRが施文され、括れ部には沈線が巡っている。 190は

胴部の破片で櫛歯状の工具により波状文様が縦方向に描かれる。堀之内 2式古段階と判断される。

dl重  191・ 192

191・ 192は 同一固体 と判断される。大きく外反気味に開 く胴部の破片で器壁は薄い。平行沈線による幾何

学的な文様を描き内部に LRの縄文を充填させている。堀之内 2式新段階の遺物である。

第 2類 加曽利 B式土器

a種  193・ 194(第 9図 図版 29)

193は鉢形若 しくは台付鉢の口縁部破片であるう。口唇頂部は平坦に面取られた後、中央に沈線が 1条巡ら

される。国縁部直下は丁寧な横方向のナデが行われ、以下は単節 RLの縄文が施文される。 194は小形の鉢の

口縁部であろう。口縁部は直角に屈曲して外反する。口唇直下に 1条の沈線が巡 り、以下に帯縄文が施文される。

195は胴部がソロバン形に張る鉢形を呈する土器の肩部付近の破片 と判断される。曲線により区画された内部

に単節 LRの縄文が充填される。無文部はよく磨かれている。加曽利 B2式土器 と判断した。

b廂奎 196

196は瓢形を呈する土器の胴部の破片 と判断される。弧線により区画された内部に LRの縄文が充填施文さ

れ、無文部は良 く磨かれている。加曽利 B3式から曽谷段階と判断される。

cI重  197

197は浅鉢形土器の口縁部は片であろう。口縁部は屈曲して立ち、日辺部に 2条の沈線が巡る。日縁の内面

には太い沈線による段を有 している。胴部は無文であるが磨かれる。形式が不明であるが胴部の磨きなどから、

加曽利 B式の後半段階の資料 と推定 した。

第 6群土器 縄文時代晩期

第 1類 大洞 A式並行土器 (第 9図 図版 29)

aれ董 198

本遺跡の中で晩期 と判断された資料は本遺物 1点のみである。薄手で浮線文により工字文が描かれる。内傾

する破片で、小形の壼又は鉢の口縁直下又は肩部の破片 と判断される。色調はやや暗い灰色を呈する。千網式、

又は荒海式段階の資料 と判断されるが細片で他に供伴遺物もなく明瞭ではない。

第 7群土器 土製品

第 1類 土器片錘 (第 9図 図版 30)

aI重  199″ヤ202

本種の遺物は方形に近 く周辺の整形を殆 ど行わないもので、長軸側に紐掛けの溝を切っている。201・ 202

は破損 している。ために片側の切 り込みのみ確認される。用いられる土器は 201がやや古い第 2群の上器の

可能性がある。その他は第 4群 3類の阿玉台式土器が用いられている。

b租: 203-206

楕円形に近 く全体が荒 く整形されている。長軸が短軸に対 して極端に長 くなるものである。切 り込みは何れ

も長軸側に切 り込まれていて阿玉台式 と判断される第 4群の上器が用いられている。

c種  207´ヤ209

小形の円形を呈 し、周縁の整形はやはり殆 ど行われない。長軸側に切 り込みを設けている。やはり第 4群の

土器を用いているようである。

d種  210・ 211
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a種 とb種の中間の大きさで、210は方形の破片で周縁の整形は行っていない。2Hは 楕円形に近い形状で

僅かながら周縁の整形を行っている。何れも長軸側に切 り込みを有す。中期後半の土器片で本遺跡の遺構外出

土遺物 としては確認できなかった加曽利 E式の遺物が用いられている。

第 2類 土製円盤

aイ重 212・ 213 (第 9図  図版 30)

短軸側が 4.5cm前後 とやや大形で、周縁が削 られて楕円形を呈する。212は完形で胎土中に砂礫を多 く含

む第 2群の土器が用いられ、213は半分に欠損するが、第 4群の土器が用いられている。

b種  214・ 215

直径が 2～ 3cm程 度の小形の円盤である。周縁の整形は比較的よく研磨されている。214は 器面に三角連

続文が施文される第 3群第 4類の浮島 3式土器が用いられている。215は器面に O段多条の羽状縄文が残っ

てお り、胎土中に繊維を含む第 3群 1・ 2類の関山式土器を利用 している。

第 8群 石器 (第 9図 図版 30)

第 1類 打製石斧 216

本類の遺物は C-27グ リッドに於いて 1点、遺構では 1号住居跡で 1点検出されている。216自 然の礫を

素材にするもので剥離面は側面から粗雑に行われている。断面の形状は厚みのある楕円形で、打製石斧 として

の機能的にはあまり良好なものとは言えない。石材には凝灰岩である。石材的にも打製石合に適するものでは

ない。尚、 15号住居跡出土遺物は、側面に加工痕が認められないことより種類的には別類扱いにした。

第 2類 磨製石斧 217

本類の遺物は 1点のみの出土であった。扁平な自然礫の先端部及び側面を部分的に研磨 し整形 している。刃

部は片面のみ研磨が行われてお り、片刃 となる。素材には片岩質の石材 (緑泥片岩ヵ)を用いている。形状的

には縄文早期の第 2群の土器に伴 う遺物の可能性が想定される。

第 3類  石  皿  218・ 219

本類は石皿で、2点の出土が確認されている。218は 多孔質安山岩で上面及び下面が磨 られている。破損 し

た端部の破片で全体の形状は不明である。219は花蘭岩を素材にするもので、中央の機能部分は僅かながら浅

い皿状に凹む。中央部分に楕円形によく研磨された試用部分が広がっている。左側は破損 して欠損 している。

従つて本遺物も全容は不明である。

第 4類 磨 石 220

本遺物は凝灰岩を素材 とする磨石である。熱により破損 しており、全体は不明であるが、断面が三角形の石

材を意識的に用い、側面の三角形の頂部を機能面 としている。遺物は縄文早期第 2群の土器に伴 うものと判断

される。

第 5類 凹 石 221

本遺物は砂岩を素材 とするもので、所謂扁平な楕円形を呈する凹み石 とは異なる。自然礫をそのまま使用す

るものであろうか、側面の整形はほとんど見 られず表皮のままである。断面が楕円形で棒状の素材を用いてい

る。凹み部分は折損部分に僅かながら確認され、表裏両面に凹みが確認出来る。裏面の凹みは僅かである。

第 6類 敲 石 222

本遺物は砂岩を素材 とするもので、楕円形の自然礫の端部をハンマー として用いている。端部には敲打によ

る潰れが観察される。その他は加工痕は見られない。被熱痕が見られる。

第 7類 軽石製石製品 223
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本類の遺物は 1点のみ確認されている。多孔質で気泡の抜けた孔が多数見られる安山岩を素材にするもので、

表面に察痕が観察される。軽石製石製品として呈示 した。

鋳:8)領  雁子 鋤え 224・ 225

224は 本遺物は黒曜石製の石鏃である。凹基三角鏃で基部側は僅かに凹む。側縁は内湾するもので、全体に

正三角形に近い。225は メノウ製の有墓石鏃である。側縁は外反するもので、茎部は短 く突出する。逆 し部が

やや突出するタイプである。このタイプの石鏃は晩期の所産である可能性がある。

第 9類 剥片石器

遺構外での掲載ではない、 15住居跡出± 26が ある。素材は頁岩で縦長の剥片である。打点は表皮側で、腹

面の左側にも表皮を残す。側面に僅かながら刃部の摩滅が観察されることより、使用痕のある剥片 と判断され

る。

穿子10〕預 移〔 226

226は 剥片を利用する石器である。プラットホームはほぼ平坦で、上端より剥がされているが、背面には下

方向からの剥離が観察され、尚かつ打点を取 り除 くための剥離が試みられている。結果的にはプラットホーム

の除去はできていないが、縦長の剥片の両極から剥離を加えていることより楔の可能性が高い。材質は珪質頁

岩である。

第 H類 大 珠 227

227は 翡翠の大珠である。調査区の中央付近、7号住居 と切 りあう (3号溝 )カ クラン部分で出土 している。

確認調査時に検出されたものである。小形の鰹節型 と判断され、穿孔は管錐状の工具によりほぼ垂直に穿たれ

ている。熱を受けて破損 してお り、表面の研磨が剥落 して白濁 した状況を呈する。 しかし、光に透かしてみる

と薄緑色の鑢敵を呈 し、良質の石材が用いられていることがわかる。意識的に熱を加えたものか判断できない

が、破砕 した後に破損部の端部を僅かながら磨いている。残存は縦 4.6cm、 横 2.2cm、 厚さ 0 9cm、 孔径 0.8cln、

重さ 13.4gを 測る。熱による破損については、上野 (2007)|こ よって論考が示されている。表面が白濁 して

表面の粉状化が看守される点から、上野分類では類型 lB種で Leve13～ 4段階になるものであろう。尚、細

かな表面観察では、破損部分の表面にも細かな粉状化が見 られた。節理面に沿つた破損の後に研磨を行い、再

生を試みている。その後、熱が加えられているものと判断される。

尚、供伴する遺物も無 くその時期については明確にはできない。従来に於ける、大珠の出土事例では、中期

加曽利 E式後半に伴 う資料が多い傾向にあるが、7号住居は阿玉台 Ⅱ式段階と判断している。本遺物の所属時

期は所謂大型の鰹節型 とは異なる小形の大珠であ り。中期後半の資料 とはやや異なるものであろう。中期中葉

に伴 う可能性がある。

第 9群土器 弥生土器 228

本遺跡から出土 した弥生式上器は、228の 1点のみである。壷形土器の頸部付近の破片で、屈曲部に補強帯

状の隆帯が 1条巡る。器面の剥落が激 しく整形は不明である。胎土は砂粒を多 く含み、金雲母の混入が目立つ。

縄文土器の第 4群土器の胎土に酷似する。型式不明。

第 10群 古墳時代の土器

第 1類 古墳時代前期

本類の遺物は遺構から検出された僅かなものであつた。遺構が検出されている割 りには遺物量は少ない。

第 2類 古墳時代中期

本類の遺物は、古墳の周溝から出土 した高不の脚部片のみである。
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第 3類 古墳時代中期末棄～後期初頭 229

本遺物は遺跡内の表採品である。滑石製模造品の有孔円板である。1/3を欠損 している。扁平な板状を呈 し、

上下両面共に研磨される。直径 l mm程 の孔が 2孔対峙 して穿たれている。模造品の形状から中期末から後期初

頭の遺物 と判断される。

第 H群 中 世

第 1類 かわらけ (第 10図 図版 30)

al重  230

本種の遺物は 2点の出上が確認されているが、形状のわかる 1点のみ提示 した。直径 5cmほ どで器高も 1.2

clnと 小形のものである。底部は平底でロクロ整形により回転糸切 りされ無調整である。体部は短 く内湾気味に

立つもので、薄 く尖る。 16世紀以降の遺物 と判断される。

第 2類 陶器 (第 10図 図版 30)

al重  231

16世紀後半の志野焼の皿である。内外面に白色の長石釉が全体にかけられている。底部は削 り高台で体部

は緩やかに内湾気味に開く。

第 3類 石塔 (第 10図 図版 30)

al重  232

上面が円形に整形され、下端が平 らになる。当初五輪塔の水輪 と考えたが、下端部が平坦になることより、

傘塔の傘の可能性もある。材質は花聞岩である。直径 22.5cln、 厚さ 9cm、 重量は 7500gを測る。

b種 宝医印塔

遺構外からの出土はない。6号土坑から 1点出土 している。

c種 五輪塔

遺構外からの出土はない。やはり、6号土坑から 1点出土 している。

第 12群土器 近 世

第 1類 陶磁器 (第 10図 図版 30)

al重  233

素焼きの陶器で捏鉢 と判断される胴部の破片である。焼成は極めて良好で、黒斑等の焼斑は見 られず、窯で

焼かれた製品と判断される。胴部に墨書が観察される。国構であろうか文字が書かれているものの、判読はで

きない。市教育委員会で実施 した確認調査資料の中に同一個体 と判断される同遺物の底部資料がある。底部は

砂目で、播鉢状を呈する。

b種

近世陶磁器を本種 とした染付磁器や陶器がある。染付の呉須は合成コバル トを用いるもので近世の以降の遺

物 と判断されるものである。2号溝出土遺物 1がある。

以上本遺跡より出土 した遺物について 12群に分けて説明した。これを基に以下遺構出土遺物について説明

を行 う。
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10 20cm

諷 |1 233

0                10              20cm

1/4

第 10図  遺構外出土遺物 (6)

0-
229

5 10cm

‐ =―

洋峰

230

表2

遺構番号 No 注記 種類 器種

径
径
高

目
底
器

重 量 器形の特徴 整形の特徴 色調 胎 土 焼成 残存革 備 考

遺構外

230 確認面 土師質土器 かわらけ 9

央に膨らみを持ち直線的に
短く開く。日唇部は指による
摘み上げの為か薄く尖る。

終切り。左回転。
面 5YR6/6

ヨ粒子・自色
汁状物質微
藍.

,世末

1フン周滞 陶器 皿 ］ｍω
172

局台は短く立つ。体罰
`は

綾
や力Wこ 内湾した後、直線的
に開く。器a_4は 厚い。高台
は内端接地。

ユクロ版形。ほ部イよカン
オケズ)。 長石釉が高台
ユみ付け部分にまでか

'Nる

。

央貢

民 対

部

８

医

Ｖ よ野焼皿

西確認面 土師質土群 握ね鉢

末になる。 ナデ。 iYR7/6 橙 色粒子やや
目立つ。自色

位子・雲母少

量。

罠好 司部糾

昌書「□」

0
I

Ⅱ

Ⅱ

1

2a

2b

1号住居セクション

10YR2/2 黒褐色

10YR2/2 黒褐色・ 10YR4/2 灰黄褐色の混入土

ロームヘの漸移層

10YR2/2 黒褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色の混入土

10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色の混入土

10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色の混入土

炭化粒を若干含む

混土貝層 (純貝層に

近い )① 完形のハイガイを主体 とする貝層

2c 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR4/2 灰黄褐色の混入土 混土貝層② 完形の

ハイガイを主体とする貝層

2d 10YR4/3 にぶい黄褐色 混貝土層① 貝殻は完形のハイガイ

2e 10YR4/3 にぶい黄褐色 混貝土層② 貝殻は破砕されたもの

3 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR5/4 にぶい黄褐色の混入土

4a 10YR5/4 にぶい黄褐色 。10YR6/4 にぶい黄褐色の混入土

4b 10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR6/6 明黄褐色の

混入土

4c 10YR4/3 にぶい黄褐色 。10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR6/4 にぶい黄褐色

の混入土

5 10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR6/4 にぶい黄褐色の混入土  しまりやや有

10YR8/6 黄橙粒子を若干含む

6 10YR5/4 にぶい黄褐色 。10YR6/4 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロー

ムの混入土

7 10YR5/4 にぶい黄褐色 。2 5YR5/8 明赤褐色焼土粒を若干含み、炭化物を微

量に含む また、10YR7/6 明黄褐色ロームも少量含む

(1)25Y6/3 にぶい黄褐色 。25Y6/4 にぶい黄褐色の混入土

(2)25Y5/3 黄褐色・ 10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR3/1 黒褐色の混入土

① 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR5/3 にぶい黄褐色 を主 に ゅ 2～ 25mmの
10YR7/6明黄褐色ロームプロックをやや多めに含む 人為堆積

②  10YR6/6 明黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色を主に 10YR5/4 にぶい黄褐色・

10YR2/2 黒掲色を少量含む 人為堆積

③  10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色を主に 10YR5/4 にぶい黄褐

色・ 10YR7/6 明黄褐色を少量含む

号住居跡 (1号貝塚 )
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第 3節 遺 検 出 され た遺 構 及 び遺 構 出土 の土 器

第 1項 縄文時代

1 住居跡

1号住居跡 (1号貝塚 )(第 11・ 12図 図版 6・ 31)

本住居跡は C25グ リッドに於いて検出された。南西側が調査区外に延びているために全容は捉えられてい

ないが、おおむね方形を呈するものと判断される。また、南側には 12号土坑が重複しており、本住居を切っ

齢

劇
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冊
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円
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―ｌｆ酌
川
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３
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Ｈ
‐‥・，口
日
Ｈ
Ｉ・‥１，‥・Ｉｔ，‥‐‥‥。１口
円
田
Ｈ
卜‥・Ｉ円
口
円
！・―・Ｉ川
田
川
口
Ｈ
聞
田
ｉ・‥１剛
耐
６

1/3

―‖ 氣Ⅷ
Zここと二⊇ゝ  28

…

＼ヽ 27   ♀                 5                10cm

1/2 (28)

第 12図  1号住居跡 (1号貝塚 )出土遺物

0                       10                      20cm

ている。住居の規模は南北方向で 5.20mを 測る。

東西方向では 2.34mの み調査が行えている。確

認面から床面までの深さは、最深部で 34cmを測

る。住居跡の北側に於いて覆土中に貝の投棄が

見 られる。貝ブロックは A～ Dの 4地点に分か

れて検出されている。覆土は 13層 に分割 した。

2b～ 2eが貝を混入する層で、2bocが混土貝層、

2d・ eが混貝土層である。いずれもハイガイを

主体 とするもので、貝層の堆積は明 らかに人為
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的なものであるが、その他の堆積は自然堆積の様相が看守される。 このことは、住居の覆土がある程度堆積 し

た窪地に貝を投棄 したことが想定され、4地点の貝層 と住居跡には時間差があることを示唆するものである。

床面はほぼ平坦で、壁溝並びに柱穴は検出されていない。中央部分に炉が 2基検出されている。楕円形を呈

し瓢形に連結 している。掘 り込みは浅い皿状を呈するもので、火床面はよく焼けている。

出土遺物は土器 としておよそ 3029,98検 出されている。 この うち縄文早期の遺物が 83g、 中期の遺物が

218.lg混 入している。中期の遺物は 12号土坑の遺物が混入 したものであろう。

本住居跡に伴 う遺物 としては土器 26点,石器 2点について呈示 した。 1・ 2は 口縁部の破片である。 1～ 8

は口縁部の破片である。 1・ 2は 口縁直下に半裁竹管によるやや間延び したコンパス文が描かれる。第 3群第

1類 f種、3は 直交する半我竹管が描かれる。第 3群第 2類 b種の遺物、4は 日唇部に沿って角棒状の工具に

よる刺突列が加わるもので、同 2類 d種に含められるもので、口縁部が極端に湾曲していることから、片口部

付近の破片であろう。5・ 22は組紐が回転施文されるものである。同類 f種の遺物である。6～ 8は縄文のみ

が口縁部に施文されるもので、6・ 7は では無節、8では付加条の縄が施文されている。9～ 24は胴部の破片

である。9・ 10は 半我竹管による曲線文様が描かれるものである。第 3群第 1類 f種 であろうか、 18は 同 2

類 g種の遺物である。梯子状文様や点付文を有する資料は検出されていない。25は細片で混入遺物 と判断 し

ているが 1類 j種の結節縄文である。26は底部の破片である。下端部への縄文施文は行われない。

本遺構出土遺物は 1類の関山 I式土器を少量含むものの、主体は第 3群第 2類の土器群 と判断されるもので、

関山Ⅱ式の遺構 と判断した。出土 した石器は 2点で 27は小形の打製石斧である。扁平な円礫を素材にするも

ので基部側 と上下両面には大きく表皮を残 している。側面は剥離が行われ、片面からの剥離を主体に剥がすも

ので、片刃状を呈する。掻器的な使用を行った可能性がある。石材は砂岩である。熱を受けた可能性があり部

分的に赤変 している。28は石核である。小形の剥片を剥ぎ取っている。素材はチャー トである。おそらく石

鏃の製作に関わる石核 と考えられる。

検出された貝は全量を採取 し、土嚢袋で 112袋を数える。このうち全量の 10%について水洗。分類を試みた。

この結果、ハイガイ、マガキ、オキシジミ、ハマグリ、ヤマ トシジミ、の 6種類が検出されている。汽水域の

ヤマ トシジミは僅かに 7点で大半が献水域産の貝類である。その大きさ別の組成は表 14に まとめた。殻幅が

計測できなかったものも含め種類別の割合は第 3・ 4表にまとめた。尚、水洗いを全量行ったものではないが、

魚骨・骨角器等の検出は無かった。

ヤマ トシジミ
3%

オキシジミ
10%

ニナガイ
2監

ハマグ リ
7%

ハマグリ

表 3 1号貝塚 A地点貝組成
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● 2号・ 3号住居 (2号 。3号貝塚 )セ クション

1  10YR2/2 黒褐色

Ⅱa 10YR2/2 黒褐色・ 10YR4/2 灰黄褐色の混入土

Ⅱb 10YR4/2 灰黄褐色

Ⅲ ロームヘの漸移層

Ⅳ ソフ トローム

la  10YR2/2 黒褐色を主に 10YR4/2 灰黄褐色を混入す

る 混土貝層 (純 貝層にかな り近い )①  貝殻は完形のハイガ

イが主体

lb  10YR2/2 黒褐色を主に 10YR4/2 灰黄褐色を混入す

る 混土貝層 (純貝層にかな り近い )②  貝殻は完形のハイガ

イが主体

lc  10YR4/2 灰黄褐色を主に 10YR2/2 黒褐色を若干混

丼入する 混貝土層 貝殻は完形のハイガイが主体

醤 ld  10YR3/4 暗褐色 10YR4/2 灰黄褐色を若干含む

炭化粒 微量に含む

le  10YR2/1 黒褐色 混土貝層 貝殻は完形のハイガイが

主体 破砕された貝殻を少量含む

2a  10YR4/3 にぶい黄褐色 破砕された貝殻を微量に含む

10YR3/4 暗褐色を微量に含む

2b 10YR4/3 にぶい黄褐色 破砕された貝殻を若干含み o2
～ 5mmの 10YR7/6 明黄褐色ロームプロックを微量に含む

10YR3/ 暗褐色を微量に含む

3  10YR4/4 褐色 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 破砕された

貝殻を若干含む

4  10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR5/6 黄褐色の混入土

10YR2/2 黒褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含む

5  10YR5/4 にぶい黄褐色 10YR6/4 にぶ い黄褐色・

10YR7/6 明黄褐色ロームを微量に含む しまりやや有

(1)10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR3/4 暗褐色の混入土 炭化

粒を微量に含む

(2)10YR3/4 暗褐色・ 10YR5/4 にぶい黄褐色の混入土

10YR7/6 明黄褐色ロームを微量に含む

(3)10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR6/4 にぶい黄褐色の混

入± 10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含む

第 13図 2

2号住居跡 (2号貝塚)(第 13・ 14図

~        ~1【
 引

ギ lkt

・ 3号住居跡 (2・ 3号貝塚 )

図版 7・ 8・ 31)

本住居跡は C-24・ 25グ リッドにおいて、 1号住居跡の西側に近接 して検出されたものである。やはり覆土

中に貝層を有する住居内貝塚である。プランは円形 と想定されるが、調査を行えたのは短軸側で 1.34m、 長軸

側で 4.80m、 確認面下の掘 り込みの深さはおよそ 60cmを測る。円形のプランを想定するならば、おおむね全

体の 3分の 1程度の調査 と判断される。西側は調査区の外 となってお り未調査である。

3号住居跡の覆土中に切 り込まれている。断面から判断して本住居の方が 3号住居跡よりも新 しい。覆土は

9層に分層され、 laか ら lc層 までが貝層で、a・ b層が混土貝層、c層 が混貝土層である。ハイガイを中心 と

する。2層以下はレンズ状の堆積が観察され、1号住居跡同様に住居の埋没過程で窪地に貝が投棄されたもの

と判断される。平面的に見れば貝層は住居中央部に広がっているが、ブロックとしては北東側の Aと南側の B

ブロックに分かれている。

床面はほぼ平坦であるが、ほぼ全面に硬化面の広が りが確認される。 しかし、柱穴、壁溝、炉 ともに確認さ

れていない。

出土遺物は僅かで、関山式土器を中心に 72.98の土器が出土 している。覆土中の遺物 として中期の遺物が僅

かながら混入 している。掲載遺物は 2点である。 1は組組を横帯施文する深鉢の胴部破片で原体は右巻 LLと

左巻 RRの組組文 と判断される。2は 内外条痕文の土器である。1は第 3群第 2類 f種の関山Ⅱ式と判断される。

2は第 2群第 2～ 4類の上器底部付近の破片である。広義の茅山式と判断される。従って、本住居の所属年代は、

1号住居跡同様に関山Ⅱ式段階と判断される。

-32-



1/3

第 14図 2号住居跡出土遺物

検出された貝は全量を採取 し、土嚢袋で 42袋

を数える。 このうち全量の 10%について水洗・分

類を試みた。 この結果、ハイガイ、マガキ、ヤマ

トシジミ、ハマグリ、オキシジミ、ウネナシ トマ

ヤガイ、シオフキ、ツメタガイ、サルボウ、ニナ類、

アカニシの 12種類が検出されている。アカニシ

は僅かに外殻の断片のみである。汽水域のヤマ ト

シジミは僅かに 62点で全体の 9%にすぎない。大

半が献水域産の貝類である。その大きさ別の組成

は表 14に まとめた。殻幅が計測できなかったも

のも含め種類別の割合は表 5に まとめた。表で見

る通 り、 1号住居跡 と本住居跡は貝の組成が類似

するもので、何れも関山 Ⅱ式段階の住居内貝層の

組成 として饂鯖は無い。水洗いを全量行ったもの

ではないが、魚骨・骨角器等の検出は無かった。

―

恣 Z§

歩

―

て主ユ>3

0

,鰻

ウネナシトマヤガイ
2%

サルボ

ハマグリ
4監

オキシジミ
2%

表 5 2号 貝 塚 貝 組 成

3号住居跡 (3号貝塚 )(第 13・ 15図 図版 7・ 8・ 31)

本住居跡は C-25グ リッドに於いて、2号住居跡 と重複 して検出されたものである。プランは方形を呈する

ものと想定される。南北方向は 5.80mを 測る。西側が調査区外 となってお り、東西方向は不明。確認面下の

深さは、25cm程度で、2号住居跡の方が深い。西側のおよそ 2分の 1が調査区外 となってお り、調査は全容を

捉えるには至っていない。床面も軟弱で明確な床面の硬化は見られない。また、炉及び壁溝も検出されていない。

南側壁よりに 1基のピットが検出されている。断面観察より本住居を 2号住居跡が切ってお り、本住居跡が古

いものと判断される。

1/2(3)

〕                      10                      20om

1/3

号住居跡出土遺物
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出土遺物は 3点を呈示 した。 1は深鉢の胴部下半より上半にかけての括れ部の大型破片である。0段多条の

縄文が羽状を構成するように全面に施文される。第 3群第 2類 a種に相当する。2は附加条第 2種の縄文が回

転施文されるもので、やはり羽状を構成する。第 3群第 2類 g種の遺物 と判断される。3は黒色緻密質安山岩

の剥片である。正方形に近い形状で側縁に加工痕は見られない。出土遺物はその特徴からより本住居は第 3群

第 2類の遺物 と判断されることより、遺構は関山Ⅱ式 と判断される。出土遺物に型式差は認めらないものの、

表 6 3号貝塚貝組成

されている。汽水域のヤマ トシジミ及び献水域のハマグリ、ニナ類は僅かに 1点ずつで大半がハイガイで全体

の 77%を 占めている。続いてマガキが若千量 (22%)混 じっている。 1号貝塚の組成 とは明瞭な違いが認めら

れるもので、採取 したハイガイの大きさも 3.2～ 3.8clnの ものに集中する傾向が顕著である。大きさ別の組成

は表 14に まとめた。また殻幅が計測できなかったものも含め種類別の割合は表 6に まとめた。尚、水洗いを

全量行ったものではないが、魚骨・骨角器等の検出は

無かった。

オキシジミ
1路

重複関係より本跡が古い。同一型式内ではあ

るものの、時間差によ り 1・ 2号住居跡に比

較 し、貝組成は大きな変化を見せている。

貝層は住居跡の南西側で小規模なブロック

ながら検出されてお り、第 2層中に投棄され

ている。検出された貝は全量を採取 し、土嚢

袋で 12袋を数える。 このうち全量の 10%に

ついて水洗・分類を試みた。 この結果、ハイ

ガイ、オキシジミ、ハマグリ、サルボウ、マ

ガキ、ニナ類、ヤマ トシジミの 7種類が検出

く
|

B          B'

一
第 16図

10号住居跡 (第 16・ 17図  図版 10・ 11・ 32)

10号住居跡

本住居跡は B-10・ Hグ リッドに於いて検出された。 1号溝によって南側を切 られ、さらに東側は調査区域

の外 となっている。検出できた壁は南北 2.64m、 東西 3.06mで 、全体は不明である。プランは方形を呈する

ものと判断され、検出された床面の中央付近に 2基の炉が連結 して設置されている。長軸は 88cm、 短軸は北

側で 26cm、 南側で 44cmを測る。火床面はよく焼けている。柱、周溝,柱穴共に検出されていない。床面は平

坦で全体に硬化 している。床面の東側に南北 1.24m、 東西 0.46m幅で焼土の分布が観察され、本住居は火災

kl司

● 10号住居セクション

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 7 5YR4/3 褐色度を少量含む

2 7 5YR3/4 暗褐色 10YR4/3 にぶい黄褐色と焼土を若干含む

3 5YR4/4 にぶい赤褐色・ 2 5YR5/6 明赤褐色の焼土 との混入± 2 5YR6/6 橙色の焼土を

多量に含む

4a 75YR3/4 暗褐色 ローム粒を微量に含む

4b 75YR3/4 暗褐色 ローム粒を微量に含む しまり強 粘性やや強

5 10YR5/4 にぶい黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色を若干含む

6 25Y7/6 明黄褐色ローム・ 10YR5/4 にぶい黄褐色の混入土

7 5YR5/4 にぶい赤褐色・5YR6/6 橙色の焼土との混入土
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住居であると考えられる。

遺物は 3087.8g出土 している。

入されていない。

掲載 した遺物は 16点 である。

遺物は全て縄文時代前期の遺物 と判断されるもので、他の時期の遺物は混

第 17図  10号住居跡出土遺物

1～ 3は 日縁部文様帯が区画され、平行沈線による梯子状文で鋸歯状の文様が描かれる。円形の貼付文が多

数貼付けられている。胴部には 0段多条の縄文により羽状の構成が行われる。1は胴部上半の破片であろう。2・

3に 比べてやや幅広の文様帯を有する。4はやや小形の平縁の深鉢である。上半部に文様帯を有 し、曲線状の

紋様が半載竹管による梯子状文で描かれる。地文は 1～ 3と 同様である。5は平行沈線による鋸歯文が描かれ

るもので、梯子状の刻みはもたない。6は 胴部の破片であるが、上半に僅かながら平行沈線による区画が観察

伊

３

脚

脚

∬

軋

円
岡
田
田
用

Ю

士
海
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される。7～ 10は コンパス文が胴部に描かれる資料である。 Hは 平縁の口縁を呈する大破片で、回縁部直下

より付加条第 1種の縄文、0段多条の LR、 RLに より帯状に施文され、羽状を構成 している。各縄の頂部には

ループとなっている。 12は単節 RLと LRの縄文により羽状縄文を下端部まで施文する底部の破片である。 13

は器形が判別できる浅鉢である。底部は上げ底になり、胴部には半載竹管による爪形が梯子状に施文され、菱

形 と渦巻き (羊角状 )の文様が交互に配される。下端部には崩れたコンパス文が巡る。内面は剥落 してお り整

形の状況は明瞭ではない。 14は ミニチュア土器である。丸底で手捏状の土器で文様はない。口縁部は僅かな

がら欠損 している。胎土中には多量の繊維が混入され、器面は褐色に変化 し内面のみがサン ドイッチ状に繊維

を混入する。1～ 13と 同様の胎土焼成である。以上本住居跡の遺物は遺構外出土の第 3群第 1類の土器であり、

関山 I式でも古段階に比定されるものである。本住居跡の所属年代も該期 と判断した。

● 12号住居セクション

1 10YR2/3 黒褐色 。10YR3/2黒褐色の混入土 炭化粒を微量に含む

2 10YR3/4 暗褐色 。10YR4/3 にぶい黄褐色の混入± 10YR2/3黒 褐色を若干含み、炭化物

を微量に含む

3 10YR4/4 褐色・ 10YR4/3 1こぶい黄褐色の混入土 しまり若干有

4 10YR4/3 にぶい美褐色 しまりやや有 粘性やや強

6 10YR5/4 にぶい美褐色 。10YR6/6 明黄褐色ロームの混入土 しまりやや弱

)     m

第 18図  12号 住 居 跡

12号住居跡 (第 18・ 19図 図版 13・ 32)

本遺構は C-22グ リッドに於いて検出されている。西側方向が調査区域の外となっており、全体を調査でき

たわけではない。確認された東側の壁は 1.85m、 確認面下の掘り込みの深さは、2 5cmを 測る。東西方向は最

大で幅 135mの 調査にとどまっている。

住居のプランは小形の方形を呈するものと判断される。床面はほぼ平坦で、炉、柱穴共に検出されていない。

覆土は 5層 に分層され、自然堆積を示す。

遺物は 534.3gの 縄文土器が検出されている。早期撚糸文系土器、沈線文系田戸下層式土器、前期関山式等

が出上 している。掲載 した 1は 深鉢形土器の

胴部破片である。屈曲部に接合部を有するも

ので、接合部分にコンパス文にかわって短沈

線を縦方向に刻みを施すように施文 している。

地文の縄文は単節 RL呼び LRの縄文を横方向

に回転施文するもので、端部にループ文が付

随する。本遺物は、遺構外出土遺物の第 3群

0        10      
Ⅲ
  20cm第 1類 e種 の土器が検出されてお り、関山 I

1/3          式期の遺構 と判断される。

第 19図  12号 住 居 跡 出土 遺 物

15号住居跡 (第 20・ 21図  図版 15。 32・ 33)

本遺構は A・ B-8グ リッドにまたがって検出されている。西方向が調査区域の外となっており、さらに南側

を 14号土坑によって切られている。このため全体を調査できたわけでは/1-い。

住居のプランは円形を呈するものと判断され、確認された南北方向の壁は直径 5,03m、 東西方向は 413m

の調査にとどまっている。14号土坑と重複してr。
‐
り、本遺構の方が古い。確認面下の掘り込みの深さは、72
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cmと 深い。床面はほぼ平坦で、確認された床のほぼ全面が硬化 している。炉は中央部分に 2基連結されて細長

い瓢形になる。長軸は 105cm、 短軸は北側で 33cm,南側で 50cmを測る。楕円形の掘 り込みを有するもので、

焼上の範囲はこの掘 り方 とややずれて検出されている。柱穴は 8基検出されている。このうち、2基は 14号

土坑の床面下から検出されたものであるが、位置関係及び覆土の状況より本遺構に伴 うものと判断した。Pl

は北壁よりに配置される。37× 24cm、 深さ 1 9cm、 P2は 30× 20cm、 深さ 4 2cm、 P3は炉の東側に近接する

もので 26× 2 1 cln、 深さ 36cln、 P4は 14号土坑の床面下より検出されたもので、 14号土坑の方が本住居跡

よりも掘 り込みが深 く、確認面から床面下の掘 り込みの数値は小さくなる。32× 32cmの円形で深さは (15)cln、

C      げと‐26000「「
;4〔

]卜

〔;‐

<尾

・ 14号土坑 。14号土坑出土遺物

D             D'

015号住居セクション

① 10YR3/2 黒褐色。10YR3/3 晴褐色。10YR4/3 にポい黄褐

色の混入土 炭化粒微量に含む

② 10YR4/3 にポい黄褐色・ 10YR5/3 にぶい黄褐色の混入土

③  10YR5/3 にぶセヽ黄褐色・10YR5/4 1こ ぶい黄褐色 。10YR4/4

褐色の混入土

④ 10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR4/4 褐色の混入土

⑤ 10YR6/4 にポい黄褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームを少量含

む しまりやや弱
⑥ 10YR7/6 明黄褐色ローム 10YR6/4 にぶい黄橙色を少量含

む しまりやや強
く1〉 10YR3/1 黒褐色 。10YR5/3黄褐色の混入± 10YR2/2 黒

褐色プロックゅ3～ 10mmを やや多量に含む

―

(eg§

g。

所

_

C正三二⊃ 2
0                 5                10cm

1/2

D                       10                      20cm

1/3

×

　

ｙ
一

1号方形周溝墓

＼

第 20図  15号住居跡

P5も P4と 同様で、 14号土坑に切 られている。30× 26cm、 深さ (13)cm、 P6は南西壁際に位置 している。

31× 28cm,深さ 2 5cm、 P7は炉の西側に近接する。31× 2 7cln,深さ 4 1cm、 P8は北西調査区付近に境付近

に位置 し、35× 32cm、 深さ 37cmを測る。

遺物は 27165.lgの縄文土器・石器類が検出されている。縄文中期中葉の阿玉台 Ⅱ式土器を中心に早期条痕

文系土器、前期関山式 。浮島式上器等が出土 している。掲載資料は 33点で縄文土器片 17点、土器片錘 8点、

石器 8点である。 1～ 9は 口縁部の破片である。 1・ 2は 橋状の取っ手が付されるもので窓枠状の横区画の内

部に角押文が施文される。本遺物の 2点がやや古い様相を呈するが、その他は大形の扇状取っ手を有 し、隆帯

に沿って 2列の角押文が施文される 3～ 5、 H～ 13、 断面がかまぼこ状の太い隆帯が巡る 6・ 8・ 10。 H～

15、 16～ 18は 浅鉢の口縁部破片である。3以降は第 4群第 2類 boc種 の土器であろう。 19～ 25は土器片

利用の上器片錘である。本遺構の所属時期は阿玉台 Π式期の遺構 と判断される。第 7群土器 としてまとめたも

翠翻 T

14号土坑
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のである。 19は第 7群 b種の資料で、横長の楕円形を呈するものである。20～ 25は 同群 c種の資料である。

何れも側面の研磨はほとんど見 られず、紐掛けの溝が僅かに両端に刻まれるだけである。

26～ 33は石器で、第 8群に分類 した資料である。26は頁岩の剥片である。27・ 28は楔である。27は ガ

ラス質安山岩、28は鉄石英である。29は石鏃である。形状は小形の凹基三角鏃である。側縁はほぼ直線的で、

鋸歯状の押圧剥離が行われている。材質は珪質頁岩を用いている。30は磨製石斧である。定角式の石斧で凝

灰岩を用いている。31は緑色岩類の自然礫を素材 とするもので、下端部に荒い打撃が加わ り、刃部を作 り出

している。礫核石器 とするべきか、刃部に摩滅痕が観察されることより打製石斧 として扱った。32・ 33は磨

石である。何れも楕円形の自然礫の上面を用いて摩ってお り、磨石 とした。第 4類 とした磨石 とはタイプが異

なる。

呼
笏 A

4号土坑

A

03号 土坑セクション                             ● 4号 土坑セクション

1 10YR3/2 黒褐色 焼土粒・炭化粒を微量に含む               1 loYR3/2 黒褐色 25Y7/6
2 10YR3/2 黒褐色 。7 5YR4/3 褐色の混入土 焼土粒・炭化粒を微量に含む  2 10YR3/2 黒褐色 25Y7/6
3 7 5YR4/3 褐色・ 10YR5/3 黄褐色の混入土 焼土粒・炭化粒を微量に含む  3 10YR3/2 黒褐色 25Y7/6

第 22図 3・ 4号土 坑

2土 坑

3号土坑 (第 22・ 23図  図版 19・ 33)

明黄褐色ロームプロックゅ 5～ 10mmを 少量含む

明黄褐色ロームプロックo2～ 5mmを若干含む

明黄褐色ロームプロックφ 5～ 15mmを やや多量に含む

本土坑は C22・ 23グ リッドにおいて検出された。長軸 1 22cm、 短軸は 78clnの楕円形を呈する。確認面下

の掘 り込みの深さは、30clnを測る。覆土は黒褐色を基調に 3層に分層され、自然堆積を示 している。

遺物は中期の土器の細片がわずかに含まれるが、床面から出土 した遺物では関山式上器が中心 となる。掲載

遺物 1～ 3は 同一個体 と思われる。 1・ 2は 日縁部の破片である。口縁直下にループ文が多段に施文され、以

下は横帯の O段多条の縄文 LR及 び RLが羽状に施文される。遺構外出土遺物の第 3群第 1類 g種の土器が中

心 となっていることより、本遺構の所属は関山 I式段階の遺構 と判断される。

糊 嘲
0                       10                      20cm

第 23図 3号土坑出土遺物    1/3
4号土坑 (第 22図  図版 20)

本土坑は B-16グ リッドにおいて検出された。2号古墳によって切 られている。長軸は 1 10cm、 短軸側は不

明である。楕円形を呈するものと思われる。確認面下の掘 り込みの深さは、26cmを測る。覆土は 3層に分層さ

れ、自然堆積を示 している。

遺物は覆土中より関山式土器の細片が僅かに出土 したのみである。遺構外出土遺物の第 3群第 1・ 2類の土

器が中心となっていることより本遺構の所属は関山式段階の遺構 と判断される。
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12号土坑 (第 24・ 25図 図版 22・ 33)

本土坑は C-25グ リッドにおいて検出された。 1号住居跡 と重複するもので、同住居跡を切って構築されて

いる。土坑確認面に於ける規模は南北 2.20m、 東西 2.15mの ほぼ円形であるが、袋状を呈する所謂フラスコ

ピットであり、底部は最大で東西方向 2.83m、 南北 2.37mの 掘 り込みを有する。確認面下の掘 り込みの深さは、

95clnを測る。覆土は 5層 に分層され、自然堆積を示 している。

監
|

ミ

号住居跡

012号土坑セクション
1  10YR4/3 にぶい黄褐色・7 5YR4/3 褐色 。10YR6/4 にぶい黄橙色
の混入土 焼土粒・炭化粒を若干含む
2 10YR6/4 にぶい黄橙色 。25Y6/4 にぶい黄色の混入土 明黄褐色
ロームブロックゅ5～ 15mmを 若千含む 人為堆積
3 25Y6/4 にぶい黄色 明黄褐色ロームプロックφ5～ 15mmを 少量含
む 人為堆積
4 25Y6/4 にぶい黄色 しまり強 人為堆積
5 25Y6/4 にぶい黄色 。25Y7/6 明黄褐色ロームの混入土 しまり強

」

人為堆積

第 24図  12号 土 坑

遺物は覆土上～中層にかけて完形の縄文中期加曽利 E式土器が押 しつぶされた状態で検出されている。遺構

外出土遺物の第 4群第 6類 a種の土器が中心 となっていることより、本遺構の所属は加曽利 EI式古段階と判

断される。尚、本群の遺物は、遺構外からの出土は極めて少なく、僅かに土器片錘が 2点検出されているのみで、

該期の遺構の中心は北西側区にその中心部が存在する可能性が高い。

1は加曽利 EI古式のキャリパー形を呈する深鉢のほぼ完形品である。中峠式土器の影響を受けるものであ

ろうか、口縁部文様帯には棒状の隆帯により、縦区画の文様が描かれる。胴部は単節 LRが施文される。文様

0                 10               20om

1/4

12号土坑出土遺物
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部には縄文は施文されていない。胎土中には金雲母の混入が日立つ。同様の遺物は県内では石岡市東大橋原遺

跡に見られる。東大橋原例では、区画帯の中央に棒状の隆帯による渦巻き文が施文されるが、本遺物では横方

向の梯子状に棒状の隆帯が全周するもので、渦巻き状の文様構成は行われていない。

2は 3単位の渦巻き状の突起を有するキャリパー形の深鉢である。日唇部は外反 して無文部を有す。国縁部

文様帯は胴部の括れ部に巡る隆帯によって区画され、突起部から垂下する隆帯によって 3区画に縦割される。

内部に、渦巻き状の文様から剣先状の文様へ と連結される横 S字状の紋様構成が 3単位描かれる。地文は単節

LR。 大木 8a式の影響を強 く感 じさせるものである。加曽利 EI式土器 と判断した。

3は小形の深鉢である。ほぼ円筒状を呈 し、日縁部わずかに開き、国唇部がやや外削ぎとなる。口縁部は太

い沈線によって区画され、幅広の無文帯を形成する。胴部は LRの単節縄文を密に横回転施文するもので、胴

部下半には施文されていない。供伴遺物遺物から本遺物も加曽利 EI式上器 と判断される。

13号土坑 (第 26・ 27図  図版 22・ 34)

本土坑は C26・ 27グリッドにおいて検出された。15号土坑 と近接 して検出されたものである。当初本地域は、

縄文前期を中心とする包含層 として捉えられていた部分であるが、精査を行ったところ 2基のフラスコピット

と 2基の小ピットが確認されたものである。遺構の南北軸は 204cm、 東西軸 2 12cmの 円形で袋状を呈するもの

で、底部は中断か ら東西方向では最大 70cm掘 り込まれ、所謂フラスコ状を呈するピットである。覆土最下層

において 3の縄文中期加曽利 EI式の浅鉢が検出されている。確認面下の掘 り込みの深さは、87cmを測る。覆

土は 7層 に分層され、壁の崩落によるものか複雑な堆積状況を示すが、おおむね自然堆積 と判断している。

剌

013号 土坑セクション

1 10YR5/3 にポい黄褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含み、炭化粒を微量に

含む 人為堆積

2 10YR5/4 にぶい黄褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームを少量含み、焼土粒・炭化粒

を若千含む 人為堆積

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含み、焼土粒・炭化粒

を微量に含む 人為堆積

4 10YR5/4 にぶい黄褐色 。10YR4/3 にぶい美褐色の混入土 明黄褐色ロームを少

量含む 人為堆横

5 10YR5/4 にぶい黄褐色・10YR6/4 にぶい黄橙色の混入土 明黄褐色ロームブロッ

クφ 3～ 5mmを若干含む 人為堆積

6 25Y6/4 にぶい黄色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土 明黄褐色ロームブロッ

ヨ

旱           :Ъ そ孔 ケ

'm化

急窯憂雹拿托 Yで

'亮

r島 黄褐色 ロームの混入土  明黄褐色ロームが主体
〕           しま り強  人為堆積

m

26図  13号土坑

遺物は縄文前期の土器、土師器がわずかに含まれるが、床面から出土 した遺物は 6個体が確認されてお り、

加曽利 EI式土器が中心 となる。遺構外出土遺物の第 4群第 6類 a種の上器が中心 となっていることより本遺

構の所属は加曽利 EI式段階と判断される。遺物の総量は 7247.4gを 測る。

1はキャリパー形を呈する深鉢の上半部大破片である。口縁部は二重隆線が巡 り、3単位の横 S字状の文様

に連結する剣先文様が配される。隆帯による窓枠状の区画の内部には、地文に単節 LRの縄文が施文される。

加曽利 EI式土器 と判断される。

2は やはリキャリパー形を呈する深鉢。接合 しないが同一個体 と判断される大破片 2片である。国縁部には

渦巻き状の小突起が付され、二重隆線によるクランク状の懸垂文及び渦巻きが連結されて描かれる。区画内に

は地文 として 0段多条の RL縄文が横回転で施文され、胴部は同縄文原体を縦方向に回転施文 し文様部 と胴部

の地文を使い分けている。また、胴部には沈線による方形を意識する沈線による区画が二重線沈線 (1本ずつ
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描かれる)に よって描かれている。加曽利 EI式土器 と判断される。

3は加曽利 EI式浅鉢で、国縁の一部分を僅かに欠損するがほぼ完形である。口縁部は短 く立つ。渦巻き状

の文様部を起点 とする隆帯により、3単位の窓枠状の区画を設け、内部に縦方向の沈線が充填される。胴部は

そろばん玉状を呈 して屈曲するもので、胴部は無文である。加曽利 EI式土器である。

4は 国縁が僅かに外反 して開 く筒型の深鉢である。頸部の括れはもたずキャリパー形にはならない。国縁部

文様帯を有 しない縄文系の土器である。胎土中に金雲母の混入が顕著である。全面に単節 LRの縄文が施文さ

れる。加曽利 EI式土器 と判断した。

5は底部の破片資料である。全面無文で、胎土中には 4同様に金雲母が多量に混入 してお り、一見では阿玉

台式の土器にも似ている。器面の調整から本遺物も加曽利 EI式 と判断した。

6は 大形の浅鉢の破片である。国縁部は平縁 と判断されるもので、無文である。国縁内面に断を有するもの

である。破損 した資料は、広範囲に分散 して出土 してお り、同一個体の資料で 1号古墳の周溝からも出土 して

いる。大木 8a式の影響を受ける資料で、福島県連郷遺跡に類似例がある。

第 27図  13号 土 坑 出 土 遺 物       1/4
14号土坑 (第 20図  図版 22・ 23)

本土坑は B8。 9グ リッド、15号住居跡の南側に重複 して検出された。同住居跡を切ってお り本土坑の方が

新 しい。また、 1号方形周溝墓の西側溝の北端部が本遺構の上層を切ってお り、層位的に見れば縄文時代中期

阿玉台 Ⅱ式よりも新 しく、古墳時代前期の遺構よりは古い。

長軸南北方向は 332m、 東西軸は西側が調査区の外になるため、202mの み調査を行えている。円形を呈

するものと判断される。覆土は黒褐色土・黄褐色土を基調にして 6層 に分層され、自然堆積を示 している。確

認面下の掘 り込みの深さは、70cmを測る。柱穴は検出されておらず、また炉も無いことから土坑 としているが、

住居跡の可能性もある。

遺物は呈示 した資料は 2点で、 1は第 4群第 2類 b種の遺物であ り、 15号住居跡よりも掘 り込みが深 く別

遺構であるが、出土 した遺物から判断 して 15号住居跡 とほぼ同時期の阿玉台式期 と判断される。2は 同時期

の土製品で土器片錘である。周縁がやや削られており、b種 とした遺物にやや近い。
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15号土坑 (第 28・ 29図  図版 22・ 23・ 34・ 35)

本土坑は C26グ リッドにおいて 13号土坑に近接 して検出された。南北軸は 220cm短軸 2 18cmの 円形で袋

状を呈する所謂フラスコピットである。中段は梧鉢状に一旦窄まった後、底部は大きく広が リオーバーハング

する。中場の突出部分から南北方向で北に凡そ 45cm、 南に 32cmオーバーハングする。底部北側よりに小 ピッ

トが 1基穿たれている。 ピッ トの規模は長軸 2 5cln、 短軸 22cm、 掘 り込みは斜め方向で深さは底部から 37cm

を測る。覆土中層に器形わかる縄文中期加曽利 EI式土器が 6個体まとまって検出されている。

遺物の総重量は 11647.88で 縄文早期条痕文土器、

)     m

015号 土坑セクション

1 10YR4/2 灰黄褐色 。10YR5/4 にぶい黄褐色の混入± 10YR7/6 明黄褐色

ローム粒を若千含む 人為堆積

2 10YR5/3 にぶい黄褐色 。10YR5/4 にぶい黄褐色の混入± 10YR7/6明 黄褐

色ローム粒を若干含む 人為堆積

3 10YR4/2 灰黄褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームを看干含む 人為堆積

4 10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR6/4 にポい黄橙色の混入± 10YR7/6明黄褐

色ロームを若干含む 人為堆積

5 25Y6/4 にぶい黄色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入± 10YR7/6 明黄褐

色ロームを若干含む 人為堆積

6 10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR5/4 にポい黄褐色の混入± 10YR7/6 明黄褐色

ロームを若千含む 灰黄褐色主体 人為堆積

7 10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR5/4 にぶい黄褐色の混入± 10YR7/6 明黄褐色

ロームを若干含む 人為堆積

8 10YR5/4 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土 しまりやや有

人為堆積

第 28図  15号 土 坑

前期関山式上器、浮島式土器、中期初頭の下小野式土器等の破片が含まれるが、出土 した遺物では加曽利 E式

が中心 となる。遺構外出土遺物の第 4群第 6類 a種の土器が中心 となっていることより本遺構の所属は加曽利

EI式段階と判断される。

1は キャリパー形を呈するほぼ完形の上器である。日縁部に 3単位の渦巻の橋状把手が付され、把手は 2カ

所で欠落 している。頸部から口縁部にかけて文様部が構成される。口縁部文様帯は刻みを有する隆帯が巡 り、

3単位の窓枠状の区画を作る。また把手部の設置される 3単位の中間部に渦巻き状の文様が構成され、窓枠状

の区画の隆帯がこれに連結される。頸部は胴部上半に巡る太い 2重隆帯によって区画帯が設けられる。何れも

枠内には太い縦方向の沈線が充填される。胴部は LRの縄文を施文 した後、平行沈線 と蛇行沈線が垂下する。

胎土には砂粒を多 く含み雲母の混入も日立つ。加曽利 EI式 と判断した。

2は キャリパー形を呈する深鉢の資料である。底部を欠損 しているがおおむね器形は判別出来る。日縁部に

は 3単位の突起が付されていたものと思われるが、突起は何れも欠落 している。口唇部は無文帯 となって短 く

外反 して開く。口縁部直下には縄目を回転施文 した細い隆帯が突起部分より弧状に連結され、胴部上端部には

RLの縄文が横方向に 1列整然 と回転施文され、以下胴部には同じ原体の RL縄文が等間隔に縦方向に回転施文

される。文様の構成 と縦方向に縄文を施文する手法は、大木 7b式の影響を強 く感 じさせるもので、加曽利 E

I式古段階又は中峠段階の資料である可能性が高い。

3はキャリパー形を呈する深鉢の胴部上半部の大破片である。国縁部の凡そ 1/2程度遺存 している。日縁部

には渦巻き状の小突起が付され、これを起点に二重隆帯が口縁部に巡る。口縁部文様帯は頸部 との境に巡る 1

条の隆帯によって画され、区画内にはやや細めの隆帯が波状に全周する。地文は口縁部紋様帯の内部は 0段多

条の単節 RLが横方向の回転で施文され、胴部は同一原体が縦もしくは斜め方向に施文される。本遺物は、形

状から加曽利 EI式 と判断されるが、同様の遺物 としては日立市諏訪遺跡で出土 している。同資料では、把手

が付されているものの本資料では把手は確認出来ていない。欠損部分に存在 した可能性もある。大木 8b段階

～

「

―

―

―

―

―

―

―
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―
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の古式とするか 8a段階の影響 と見るか問題のある資料である。

4はキヤリパー形を呈する深鉢の同上半部大破片である。凡そ全体の 1/2が残っている。平縁の口縁である。

口縁部文様帯には、隆帯によるクランク文 と渦巻きから連結される剣先文様が描かれる。また。回縁部文様帯

の直下には縄文を施文 し無文帯が僅かながらの幅で巡る。地文は口縁部文様帯、胴部共に O段多条の単節 RL

が用いられるが、3同様口縁部では横方向の施文、胴部ではて方向に施文されている。

5は 日縁がやや外反気味に開く筒状の器形を呈する深鉢である。国縁直下は無文帯が幅広 く巡 り、胴部には

縦方向に単節 RLと 無節 Rの 2種類の縄が施文されている。供伴関係より加曽利 EI式 と判断した。

6は コツプ形を呈する小形の深鉢である。文様構成はもたず、ミニチュア土器 とは言えない。平底の底部か

ら胴部は直線的に立ち、国縁部で僅かに内湾する。外面は無文である。胎土中には金雲母が目立つ。供伴関係

より加曽利 EI式 と半J断 した。

3 炉穴

1号炉 (第 30図  図版 23)

本炉跡は 2号古墳の墳丘部 C-17グ リッドにおいて検出された。9号土坑及び 2号炉が近接 している。長軸

は 71硼、短軸 5 5cm、 深さ 1 3cmの 浅い皿状を呈する。焼土は北方向に偏って検出されている。焼上の範囲は

第 29図  15号土坑出土遺物

Э                 10               20cm

1/4
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長軸方向で 50cm、 短軸 46clnで ある。火床面はよく焼けてお り赤褐色を呈する。本炉跡からの出土遺物は確認

されていない。 しかしながら、2号古墳の周溝内より第 2群 2～ 4類の条痕文土器が 169,lg出土 してお り縄

文早期の炉穴 (フ アイヤーピツト)と 想定される。

2号炉 (第 30図  図版 23)

本炉跡は 1号炉同様 2号古墳の墳丘部 C-17グ リッドにおいて検出された。9号土坑 と近接する。長軸 66cm、

短軸 47cln、 深さ 1 9cmを 測るやはり浅い皿状を呈 し、焼土は調査区域外に伸びているが確認部分で長軸 40cm、

短軸 35cmの範囲に広がっている。火床面はよく焼けてお り、赤褐色を呈する。 1号同様遺物の検出はなかった

が、やはり縄文早期末の遺構 と判断している。

3号炉 (第 30図  図版 23)

本炉跡は 1号古墳の墳丘上やや南寄 りのC27グ リッドにおいて検出されている。長軸は 1 27cm、 短軸は 88cln、

深さ 9cmを 測る。炉の底部北側に円形の小 ピットが確認されている。掘 り込みの大きさは長軸 3 1cm、 短軸

30cmのほぼ円形を呈 し深さは 1 5cmを 測る。南側には火床面が検出されている。規模は長軸 4 3cm、 短軸 35cm、

深さは 6cmで浅い皿状の 2段の掘 り込み となっている。小 ピットを有するタイプの炉穴である。 日床面はや

や被熱の程度が弱いものの、焼上の分布は明瞭で赤褐色を呈 している。

遺物は検出されていない。 しか し、 1号古墳の周辺及び周溝内より条痕を有する第 2群 2～ 4類の土器が

500g出土 してお り、やはり早期の遺構 と捉えられる。

N

'1号炉セ クシ ョン

導

2 10YR3/3 暗褐色・ 10YR6/6 明黄褐色ロームの混入土 暗褐色

上が主体

3 10YR3/3 暗褐色 。10YR6/6 明黄褐色ロームの混入土 明黄褐

色ロームが主体

影
・ 2号炉セクション

1 7 5YR5/2 灰褐色
1 10YR5/2 灰黄褐色・5YR6/6 橙色焼上の混入±            2 7 5YR6/6 橙色の焼土中に 2 5YR5/8 明赤褐色の焼土プロックを多量に含む
2 5YR6/6 橙色・ 5YR6/8 橙色・2 5YR5/8 明赤褐色の焼上の混入±   3 10YR6/4 にぶい黄橙色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土

第 30図  102・ 3号炉

4 ピット

1号 ピット (第 31図  図版 23)

本 ピットは C22グ リッドに於いて検出された。長軸 62cln、 短軸 5 8cm、 深さは確認面下 38cmを測る。2号

土坑及び 12号住居跡に挟まれるように検出されている。断面形状は鍋底状で覆土は黒褐色を基調に上下 2層

に分層される。

遺物は条痕文系土器 と加曽利 E式土器が出土 している。遺物から縄文中期の遺構の可能性がある。

2号 ピット亨%撫統
ヨ
龍色趾粒を握に含む

U
1号 ピット

＼
土i◎ :±

1・ 2号 ピッ

ー45-
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2号 ピット (第 31図  図版 23)

本ピットは C-22グ リッドに於いて 1号 ピッ

面下 26cmを測る。2号土坑の南側に近接する。

れる。

遺物は条痕文系土器と加曽利 E式土器 (第 4

がある。

卜に近接 して検出された。長軸 38cm、 短軸 30cm、 深さは確認

断面形状は U字状で覆土は暗褐色を基調に上下 2層に分層さ

群 5類 )のが出土 している。遺物から縄文中期の遺構の可能性

第 2項 古墳時代

1古 墳

1号古墳 (第 32図 図版 16・ 35)

本古墳は調査区の東端部 C26・ 27グ リッドにおいて検出された。調査区の外側に延びているため全容を調

査できていないが、円墳 と判断される。周溝外側の立ち上が り部分までの直径は 10.68mを測る。周溝は幅 1.38

～ 096m、 深さ北西側の深い部分で確認面下 45cm、 東側では 3 1cmほ どになる。遺物は周溝内より土師器が

213.lg出 土 している。その他では縄文前期の遺物が圧倒的な量を誇っている。

主体部は検出されていない。中央やや南東寄 りに焼土を有する 1号炉跡が検出されているものの、本遺構に

かかわるものではない。

本住居出土遺物 として掲載 した資料は 3点である。 1は増である。本遺物は 13号住居出土遺物 と接合 して

いる。2は 甕の底部片である。3は 球状を呈すると思われる土玉である。再編で明瞭ではない。これらの遺物

が本古墳に伴 うものならば第 10群 1類の古墳時代前期の資料 ということになる。古墳群が中期末から後期の

群集墳とするならば飢酪が生 じてしまう。おそらく周辺の古墳時代前期の集落を破壊 して古墳が構築されたた

めに混入 した遺物と判断したい。尚遺物の観察は表 7に まとめた。

2号墳 (第 33図  図版 17・ 35)

本古墳は B・ C-16・ 17・ 18。 19・ 20グ リッドに於いて検出されている。南西側及び北東側の一部が調査区

域の外となっているために全容を知ることはできなかったが、確認された部分から円墳 と想定される。中央部

分まで調査が行えているものの主体部は検出されていない。周溝外側の立ち上が りまでの直径は、2218mを

測 り円墳 としては 1号に比較 して規模が大きい。主体部は検出されていない。墳丘の中央付近には 9号土坑 と

1・ 2炉址が存在するが本古墳に伴 うものではない。9号土坑は墳丘が削平された後に構築されたものと想定さ

れる。

周溝は最大幅 4.3m、 最小部分で 253mと周溝の幅も広い。深さは 82～ 95cmの掘 り込みをもつ。斜面部に

構築された後期の群集墳 と想定される。周辺に存在する古墳時代前期の集落 4・ 7・ 9・ 13号住居跡及び 1号

方形周溝墓 とは時期が後出のものとなる。

遺物は本遺構に伴 うと判断される資料は、古墳中期の高杯 Hk「 部破片 1点のみである。その他、出土遺物では

縄文草創期撚糸文系土器群から中世かわらけや近世陶磁器まで出上 している。特に条痕文系土器群が集中する

傾向にあり、中央部の炉跡はファイヤーピットと判断している。尚遺物の観察は表 8に まとめた。
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01号 墳セクション

1 10YR2/2 黒褐色・ 10YR4/2 灰黄褐色

の混入土

Ⅱ ロームヘの漸移層

1  10YR2/2 黒褐色 。10YR2/3 黒褐色

10YR5/2 灰黄褐色 。25Y3/8 黄色粒を若

千含み、焼土粒を微量に含む

2  10YR4/3  にポ い黄褐色 。10YR7/6 明

黄褐色ロームの混入± 10YR2/2 黒褐色を

若干含む

10

/錮
3

5 10cm

1/2

く幅

第 32図 1号古墳・出土遺物

表71 物

遺構番号 注記 種類 器種

径
径
高

口
底
器

重量 器形の特徴 整形の特徴 色調 胎 土 焼 成 践存率 備 考

1号古墳

I 1フ ン 土師器 増
(198)
<48〉

ま緩やかに内湾し短く開
内外薗共に槙ナテ後ミ
ガキ。外面頸部の括れ

部分に斜方向の短い刷
毛目が観察される。

付痴 2 5YR6/(
登

卜面 2 5YR5/【

月赤褐

い。黒色粒子
やや多い。白
色粒子・雲母
少量

史焼成十
稼

４

ロ

ツ 1号古墳出土遺物
と接合している。
古式土師器

内外面共に赤彩

2 土師器 甕 (84)
(26〉

監部 のみ の 資科。底 封∫は

゛や 上 げ底 気 味 の平底 。

同部 下端 は直線 的 に開く。

Ⅲ画
`ユ

ヘフグスツの後、
部分的にミガキが観察さ
れる。内面はヘラナデの

変刷毛による整形。底部
よヘラクズツ。

こぶい黄橙
卜面 10YR7/6
月黄褐

い。黒色粒
子・白色粒子

やや多い。雲
母・スコリア少
量。

菜夕子 蟻
Ｖ

古式上師器

3 土製品 土玉

縦 (19)
横(17)

孔径―

X形力。 割こよる蟹形。 5YR6/6 橙
母・黒色粒子

傲量。

罠好 1/8
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号炉

02号 墳セクション

1 10YR2/2 黒褐色・ 10YR4/2 灰黄褐色の混入土

Ⅱ ロームヘの漸移層

Ⅲ ソフ トローム

l Ю YR3/2 黒褐色・ 10YR3/3 暗褐色 ,10YR3/4 暗褐色の

混入土

2 10YR3/2 黒褐色・ 10YR2/3 黒褐色の混入± 10YR7/6
明黄褐色粒を若干含む

3 10YR4/2 灰 黄 褐 色・ Ю YR4/3 にぶ い 黄 褐 色 の混 入土

10YR7/6 明黄褐色ロームを少量含む

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 。10YR5/3・ イこぶい黄褐色 ,10YR5/6

黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色の混入土

5 10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色の混入土

10YR7/6 明黄褐色ロームを少量含む

0                 10               20cm

1/4

0                                   5m

1/100

2号古墳・出土遺物

-4g_
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表 8 2号 古墳出土遺物観察表 (cll・ gl

遺構番号 No 注 記 種 類 器 種

径
径
高

日
底
器

重 量 器形の特徴 整形の特徴 色調 胎 土 焼 成 残存率 備 考

2号古墳 2フ ン 土師器 葛杯脚割
一　
一
開

邪は膨らみを持ち、裾部で

己曲して開く。

ズリ。内面は指による縦
方向の粗いナデ整形の

後に下端をヘラで整え
ている。

5YR6/6 橙 い。黒色粒

子・長石・石

英・雲母やや

多い。自色針

状物質微量。

罠好

呻辮爛 古墳時代中期

2 方形周溝墓

1号方形周溝墓 (第 34・ 35図  図版 18・ 35)

本遺構は東西方向に走る北側溝は A・ B-7グ リッド、これにほぼ直交する西側溝は B-8。 9。 10グ リッドに

おいて検出された。この 2条の溝をもって方形周溝墓 と想定 した。調査を行えたのは北側の溝が 370m、 西側

溝が 7.60mである。確認面における規模は北側溝で幅 1.55m、 深さ 31cm、 西側溝が幅 1.lm、 深さ 27cmを測る。

溝の断面形状は浅い皿状を呈 している。覆土は古墳前期の集落の覆土に酷似 してお り、黒褐色を呈する自然堆

積で 4層に分層される。

遺物は多量の縄文土器に混 じって僅か 3点の土師器が出土 している。 1は甕である古式土師器の底部片であ

る。2は 器台で中央部に孔が貫通 している。赤彩されている。3は高邪の裾部片である。刷毛整形され、赤彩

される。以上の出土遺物から本住居跡は第 10群 1類の遺構 と判断した。尚遺物の観察は表●にまとめた。

�ひ髪�
:区

理鐘睦＼ 3

o                 10               20cm

第 34図  1号方形周溝墓出土遺物
1/4

3 住居跡

4号住居跡 (第 36図  図版 8)

本住居跡は B・ C-24・ 25において検出された。確認調査におけるトレンチが住居のほぼ中央を縦断しており、

さらに北東側は調査区域の外 となってお り、調査を行えたのは南西壁際の一部分にとどまっている。南北方向

は 2.9mを測 り、やや小形の住居 と判断される。確認面下の掘 り込みの深さは、凡そ 1 7cmと 浅い。僅かに残る

堆積部分では土層は暗褐色土を基 rtRに 3層に分層され、壁際の三角堆積からレンズ状の堆積から自然堆積 と判

断される。

遺物は縄文土器を中心に出土 しているが僅かに 1点のみ赤彩が施された古式の土師器で増が 1片出土 してい

る。覆土の状況及び第 10群第 1類の同遺物をもって古墳時代前期の遺構 と判断した。その他縄文土器は関山

式土器 186.6g、 中期土器片 43g、 条痕文土器 33.3gが出土 している。尚掲載遺物は無い。

表91号方形周

遺構番号 注記 種類 器種

径
径
高

口
底
器

重量 器形の特徴 整形の特徴 色 調 胎 土 焼 成 費存率 備考

１
号
方
形
周
溝
墓

I 上方 土師器 甕
一
７‐
貶

」する。胴部下端は僅力ヽ こ

勺湾気味に開く。

7・ 面及び底部はヘラク
ズリ。内面は刷 毛状工具

によるナデ。

内面 7 5YR8/C

浅黄橙

外面 7 5YR6/〔

橙

色粒子・スコリ
ア・黒色粒子

少量 自色

針状物質微
量。

ミタ子 磯剖∫

1/4

古式土師器

外面赤彩

2 1方 土師器 器 台
一　
一
常

常は内湾気味に開く。中央

邪に間通孔あり。

句外向共に丁寧なミ〃

子。外面には部分的に

,1毛 目が観察される。脚

邪内面はナデ。

.5YR7/6橙

牛面 2 5YR6/(

登

に
色

少
峯子．黒郵

ψ
粒

子

。

榔
色

位

量

Dみの
夜片 古式土師器

3 1方 十師器 高杯 ６

８

136
泉的に大きく開き、端部は
面取りされる。

ガキ。内面は細かい刷

毛整形。

党黄橙
*面 5YR6/6
彗

少粒少遺。無

色粒子・雲母

やや目立つ。
lm礫少量。

ミ好、二

欠焼成千
)。

循H`片

古式上師器
外面赤彩
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0こ 号方形周溝墓セクション
1  10YR3/2 黒褐色
Ⅱ 10YR4/2 灰黄褐色
Ⅲ ロームヘの漸移層
Ⅳ ソフトローム
1  10YR3/2 黒褐色 10YR7/6
2  10YR3/1 黒ネ号迄色 10YR3/2
3 10YR3/1 黒褐色 10YR7/6
4 10YR3/1 黒褐色・10YR7/6

明黄褐色を微量に含む

黒褐色を少量含む

明黄褐色ロームを若干含む

明黄褐色ロームの混入土

―
判
凧
鱒
Ⅲ
洲
Ⅶ
門
ν
イ
幅
Ｅ

・Φ
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

Φ

1号方形周溝墓
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● 4号住居セクション

1 10YR3/4 暗褐色 ローム粒 φ l～ 2mmをやや多量に含む しまり・粘性やや弱

2 10YR4/6 褐色 ローム粒 ゅ 1～ 2mmをやや多量に含む しまり・粘性やや弱

3 10YR5/6 黄褐色 ローム粒 φ l～ 2mmを 多量に含む ロームプロックゅ lcmを少量含む しまり 。粘性やや弱

4号住居跡

7号住居跡 (第 41図 図版 9)

本住居跡は C-15グ リッドに於いて検出されている。平面形状はおおむね長方形を呈するもので。東西幅最

大 4m、 南北 4.87mを 測る。確認面下の掘 り込みは壁際の最新部で 1 7cm程度 と浅い。中央部分に近世の 3号

溝及び 8号土坑によって撹乱されてお り、全体のプランがほぼ検出できているものの状況は不明な点が多い。

遺物は全 く検出されておらず、本住居からの遺物は無い。従って住居の所属時期は不明であるが、古墳時代

前期の遺構の覆土 と類似することから、該期の遺構 と判断した。

09号 住居セクション                           ,
1 10YR5/3 にポい黄褐色 炭化物を微量に含む しまり強

2 10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色の混入土 炭化物を微量に含む しまり強

3 10YR7/6 明黄褐色 炭化物を微量に含む しまりかな り強

4 7 5YR5/4 にぶい褐色 5YR6/8 橙色の焼土を少量含む

陣 A    tt  A'
26810

第 37図  9号 住 居 跡

9号住居跡 (第 37図  図版 9)

本住居跡は B12グ リッドに於いて検出された。住居跡の掘 り込みが浅 く、西側が傾斜のために削平されて

いる。東及び北壁はほとんどが削られて確認できていない。住居跡の平面形状は方形を呈するものと想定され

る。南北方向の規模は 2.02mを 測る。東西方向は不明。住居跡の東側半分ほどの調査を行えているものと判

断される。覆土は 3層に分層され、東側の最深部分で 1 6cmと 浅い。東側床面は全体に硬化面が広がる。硬化

面が途切れる住居跡の中央付近に炉が設置されている。長軸 68cm、 短軸 58clnを測る。掘 り込みは浅い皿状を

呈 し、深さは 8cmほ どで橙色の焼土が充填されている。

遺物は前期縄文土器 304g、 土師器細片 38が出土 している。掲載資料は無い。

覆土の状況及び細片の土師器の出土より、古墳時代前期の住居 と判断した。

第 36図
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11号住居跡 (第 38・ 39図  図版 12)

本住居跡は調査区の北西端部の D-1・ 2グリッドに於いて検出されている。北西から南東方向の壁は 5.46m

を測る。南西方向は調査区域の外 とな り、北東から南西方向は不明である。3.35mほ ど調査が行われている。

全体の 2分の 1強であろうか。確認面下の掘 り込みは、2～ 4clnと 浅い。覆土は、2層に分層されるが、極め

て浅 く明確に堆積状況は確認できていない。床面の硬化面は北東側壁の中央部分から南西側調査区の南側に

偏った方向に広がる。床面の中央付近に 4基の楕円形の炉が蛸足状に連結されて検出されている。 1号炉は

65× 40cm、 2号炉は 43× 30cm、 3号炉は 45× 29cln、 4号炉は 38X28clnを測る。何れも掘 り込みは 1

～ 2cln程度 と浅 く火床面はよく焼けている。また、床面に 5基のピット (P)が検出されている。Plは住居跡

東側コーナー付近に近接するもので 60× 4 5cln、 深さ 20cm、 P2は 63cmの 円形で底部は西側 と東側の 2基に

分かれ瓢状になる。東側は深さ 78cln、 西側は 27cmでテラス状になっている。P3は楕円形の土墳状を呈する。

76× 68cln,深 さ 1 3clnで 浅い皿状を呈する。P4は P3同様に楕円形の上壊状を呈するもので、125× 1 05cln、

深さ 29cmを測る。何れも住居跡に伴 うものと判断されるが、柱穴の掘 り方 となるものは、P2のみでその他の

性格は不明である。

Lン

く地ン′

F     F'
t‐2面

¬け「
~

011号 住居セクション

1 10YR4/2 灰黄褐色 25Y7/6 明黄褐色ローム粒を若干含む

Ⅱ ロームヘの漸移層

1 10YR3/3 暗褐色 254Y7/6 明黄褐色ロームを少量含む 粘性やや有
2 10YR3/4 暗褐色 25Y7/6 明黄褐色ローム粒を微量に含む

・Plセ クション

3 25Y4/2 暗灰黄色・25Y7/6 明黄褐色ロームの混入土 暗灰黄色土が主体
4 25Y4/2 暗灰黄色・25Y7/6 明黄褐色ロームの混入± 25Y7/6 明黄褐色が主体
5 25Y6/4 にぶい黄色 25Y7/6 明黄褐色ロームを若干含む

・ P2セ クション

6 10YR4/2 灰黄褐色 25Y7/6 明黄褐色ロームを微量に含む

7 10YR4/2 灰黄褐色 25Y7/6 明黄褐色ロームを少量含む

8 10YR5/3 にぶい黄褐色 25Y7/6 明黄褐色ロームを少量含む

'P3・ 炉セクション

9 5YR4/2 灰褐色 5YR6/6 橙色の焼土を少量含み、 10YR7/6 明黄褐色ロームブロックφ 5～ 15mmを 若干含む
10 5YR4/2 灰褐色 2 5YR5/8 明赤褐色の焼土を多量に含む

第 38図 H号 住居跡

また、調査終了後に床面を剥が したところ、P5～ 11が検出された。P7・ 8、 P10・ Hは 位置関係より本

来の柱穴の可能性がある。それぞれ近接 してお り、立て替えが行われた可能性を示 している。P5は壁際に位

置するもので 65× 52cln、 深さ 52cln、 P6は 20× 1 5cm,深 さ 52clnを 測 り、柱痕が検出されている。P7は

55× 47cm、 深さ 45cln、 P8は 63× 42cln、 深さ 49cm、 P9は北側コーナー付近に位置 し規模は 112× 89cln、

深さ 28clnで貯蔵穴の可能性が想定できる。P10は、60× 40cm、 深さ 74cm、 PHは 59× 47cm、 深さ 63cm
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を測る。

遺物は第

部である。

た。

10群第 1類古式土師器の高杯が 3点出土 している。 1は高郷の脚部、2は 上坑部、3は高野の脚

脚部の側面には円孔が穿たれ短 くラッパ状に開く形状のものである。尚遺物の観察は表 10に まとめ

∠笙習瞥嘗嘗」fと千

二

|｀N巡 3

0

第 39図

lo               20cm

1/4
11号住居跡出土遺物

ヲ藍10 11

遺構番号 注 記 種 類 器 種

径
径

高

口
底

器
重 量 器形の特徴 整形の特徴 色調 月台土 焼成 残存率 備 考

H号住居跡

1 一括 土師器 高杯 (140)
〈43〉

中央にやや膨らみを持ち直
線的に開く。穿孔が観察さ
れるが数は不明。

ナデ。裾部は内外面共
に広く横ナデが行われ
ている。

10YR7/4 1こ ぶ
い黄橙

S・ 石英・雲
章多い。

貫好

1/8
占式上師器

2 No l・ 2 土師器 高杯 ］
一ω

上塊部の破片。上塊部は

やや内湾気味に短く開く。

器壁は厚い。

巳目が観察される。内面
よナ∴ 日縁部は内外
巨共に横ナデ。

にぶい褐色

外面 10YR6/6
明黄褐

少柾多 V｀。振
百・石英・雲
歌・黒色粒子

多い。

貫好、二

欠焼成有
,。

1/5

!式上師器

3 土師器 高杯 一四①
973

即部は直線的に開く。孔は

,孔等間隔に穿たれてい

う。
片デ。裾部は内外面共
こ広く横ナデされてい

う。孔は外側より穿孔さ

■内側に粘上の瘤が僅
)ヽ に盛り上がる。

‐
褐

面
黄

石・石英・雲

母・黒色粒子

多い。スコリア

少量。

ｆ
飾

好
焼

艮
次

り
。 与式土師器

!は 調査区の外にな り、全容は捉え

東西方向は 3.45mの 幅で調査を行

覆土は黒褐色土を基調に 2層に分

豆されている。長軸 52cm× 短軸 33

野はよく焼けてお り、赤褐色を呈す

U壁 に近接 して長軸 40cm× 短軸 36

いる。長軸 70cm、 短軸方向は不明、

013号 住居セクション

1 10YR2/2 黒褐色・ 10YR2/4 灰黄褐色の混入土

Ⅱ ロームヘの漸移層

1 10YR3/2 黒褐色 。10YR4/3 黄褐色の混入土

10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含む しまり強 粘

性やや強 炭化粒微量に含む

2 10YR4/3 にぶい黄褐色 ロームは不定型ながらブ

ロック状に混入されてお り、人為堆積 10YR7/6 明

黄褐色ロームを若干含み、炭化物を微量に含む しまり

強 粘性やや弱

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 ロームは不定型ながらプ

ロック状に混入されてお り、人為堆積 10YR7/6 明

黄褐色ロームをやや多量に含む しまり強 粘性やや強

4 10YR5/3 にぶい黄掲色・10YR7/6 明黄褐色ロー

ムの混入土 ロームは不定型ながらプロック状に混入さ

れており、人為堆積  しまり強 粘性やや強

5 10YR4/3 にぶ い 黄 褐 色 10YR7/6 明 黄 褐 色

ロームを若干含む しまりやや強 粘性やや弱

6 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロー

ムの混入上 しまりやや強 粘性やや弱

7 2 5YR4/2 灰赤色 2 5YR5/8 明赤褐色の焼土を

多量に含む
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遺物は 1の古式土師器の増が貯蔵穴より出土 している。尚、 1の遺物は 1号古墳出土遺物 と接合 している。

1号古墳の遺物 として掲載 している。その他古式土師器の細片が 106g出土 しているものの、形状を示せる資

料は無かった。縄文時代の遺物は撚糸文土器から堀之内式まで混在 している。

従って本遺構は第 10群 1類の遺物が出土 したことより、古墳時代前期の所産 と考えられる。

14号住居跡 (第 41図 図版 14)

本住居跡は C-14・ 15グ リッドに於いて検出された。7号住居跡を切って構築され、3号溝 (現代の撹乱 )に よっ

て切 られている。調査を行えたのは南側壁で 1.37m、 南北方向が 2.45mで ある。中央部に硬化面が広がって

いる。南壁側にピットが 1基検出されている。楕円形を呈 し、長軸は調査区外にかか り不明、短軸 69cm、 深

さは 1 4cmを 測る。長楕円形を呈するものと判断され、断面系は浅い皿状である。柱穴 とするよりも貯蔵穴の

可能性が考えられる。

遺物では縄文前期及び中期の土器が 24.5g出土 しているものの、本住居跡に伴 うと判断された遺物は検出さ

れていない。7号住居跡 との重複関係、住居跡の形状並びに覆土の状況から古墳時代前期の遺構 と判断した。

言卜

14号住居跡

014号 住居セクション

1 10YR4/3 にぶい黄褐色

量に含む

2 10YR4/3 にポい黄褐色

3 10YR4/3 にぶい黄褐色

む 粘性やや有

25Y7/6 明黄褐色ローム・ 炭化物を微

1よ りもやや色調明るい

25Y7/6 明褐色ロームをやや多量に含

07号 住居セクション

1  10YR5/3 1こ ぶ予ヽ黄掲色  10YR7/6
～ 20mmをやや多量に含む

2  10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/6
や有

明黄褐色ロームプロックゅ5

明黄褐色のiFt入 土 粘性や

m☆ …翡翠大珠

第 41図  7・ 14号住居跡
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4 土坑

2号土坑 (第 42図 図版 19)

本土坑は C-22・ 23グ リッドにおいて検出された。長軸は 3.25m、 短軸 1.92mの長方形を呈する。断面の

形状は箱型で、上端部が緩やかにテラス状に開 く。確認面下の掘 り込みの深さは、最深部で 60cmを測る。覆

土は黒褐色を基調に 5層 に分層され、自然堆積を示 している。

遺物は縄文早期より縄文後期の資料まで出土 している。中期の土器の出土量が 601.5gと 最も多いが、土坑

の形状及び覆土から古墳時代以降の遺構 と判断した。 1号古墳 と 2号古墳のほぼ中間に位置 している。古墳の

主体部の可能性が想定されるものの、本土坑を取 り囲む溝は検出されておらず、古墳 とは直接関連づけるもの

ではなかった。

● 2号土坑セクション

1  10YR2/3 黒褐色  25Y7/6
2  10YR2/3 黒褐色  25Y7/6
3  10YR2/2 黒褐色  10YR5/3
4  10YR3/1  黒褐色  10YR7/6

!L にぶい黄褐色を若千含む
5 10YR3/1 黒褐色・10YR7/6

1号ピット Ⅲ  堵

ポい黄褐色を若干含む

1/60    勢

第 42図 2号土坑

10号土坑 (第 43・ 44図 )

本土坑は B-24・ 25グ リッドに於いて検出された。確認調査時に大型土坑 として捉えられていたものである。

東側は調査区域の外になってお り、全容は捉えられていない。4号住居跡 との重複部分に確認 トレンチが入っ

＼

A

明黄褐色ローム粒を微量に含む

明黄褐色ローム粒を若干含む

にぶい黄褐色を若干含む

明黄褐色ロームを少量含み、 10YR5/3

明黄褐色ロームの混入± 10YR5/3 に

m
010号 土坑セクション

1 10YR2/3 黒褐色

Ⅱ 10YR2/2 黒褐色 。10YR4/2 灰黄褐色の混入土 耕作土

1 10YR3/2 黒褐色 10YR2/3 黒褐色を少量含み、25Y7/6 明黄褐色粒を若干含む

2 10YR4/2 灰黄褐色・ 10YR5/3 にポい黄褐色の混入±  10YR3/2 黒褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームを少量含む 人為堆積

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 。25Y6/4 にぶい黄色の混入± 10YR7/6 明黄褐色ロームプロックo10～ 30mmを 多量に含む 人為堆積

4 25Y6/4 にぶい黄色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土 人為堆積

5 10YR3/1 黒褐色・ 10YR4/2 灰黄褐色の混入±  25Y6/4 にぶい黄色を多量 に含み、 10YR7/6 明黄褐色 ロー ムプロック ゅ 5～ 20mmを 少量 に含む 人為堆積

第 43図  10号土坑
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たために、新旧関係を捉えられていないが、4号住居跡よりも古い可能性が高い。プランは長楕円形を呈する

ものであろうか、北西から南東方向の軸は 7.21mを 測 り、北東から南西方向は最大で 1.35mの幅で調査が行

えている。確認面からの掘 り込みの深さは、92cmを測るもので、覆土は自然堆積で 5層に分層される。形状か

ら判断して住居跡の可能性がある。

遺物は呈示出来たものは古式土師器 2点である。遺物から判断して古墳前期の遺構 としたが、縄文時代の遺

物も多量に検出されてお り、覆土及び形状から縄文時代の住居跡の可能性も高い。尚遺物の観察は表 11にまと

めた。

0                 10               20cm

1/4

第 44図  10号土坑出土遺物

5 ピット

6号 ピット (第 45図 図版 23)

本 ピットは B-10グ リッドに於いて検出された。長軸 42cln、 短軸 38cm、 深さは確認面下 27clnを測る。本遺

構は 10号住居跡に近接 して検出された。覆土は黒褐色を基調 として 2層に分層できるが、覆土は 1号方形周

溝墓に似ていることより、古墳時代の遺構 と判断した。覆土中に遺物の出土は無い。

7号 ピット (第 45図 図版 24)

本 ピットは B-8グ リッドに於いて検出された。長軸 65cm、 短軸 58cm、 深さは確認面下 33cmを 測る。本遺

構は 15号住居の覆土中に於いて検出されたもので、同住居跡よりも新 しい。覆土中から阿玉台式土器が出土

しているものの 15号住居跡の遺物が混入 したものと判断される。覆土は黒褐色を基調 として 2層に分層でき

るが、覆土は 1号方形周溝墓に似ていることより、古墳時代の遺構 と判断した。覆土中に古墳時代の遺物の出

土は無い。

22号ピット (第 45図 図版 24)

本 ピットは C-23グ リッドに於いて検出された。長軸 25cm、 短軸 20cm、 深さは確認面下 1 8cmを 測る。本遺

構は 3号住居の東側に近接 して検出されたものである。覆土は黒褐色を基調 として 2層に分層できるが、覆土

は 1号古墳に似ていることより、古墳時代の遺構 と判断した。覆土中に遺物の出土は無い。

23号ピット (第 45図 )

本 ピットは C-26グ リッドに於いて検出された。長軸 76cm、 短軸 74cln、 深さは確認面下 5 6cmを測る。本遺

構は 13・ 15号土坑の間で検出されたものである。覆土は、暗褐色の単層で底部は 2段になっている。遺構は

縄文時代の包含層を掘 り下げ中に検出されたものであり、縄文時代の遺構の可能性があるが、古墳の墳丘上か

11 10ヂチ 察表

遺構番号 注記 種 類 器種

径
径
高

日
底
器

重量 器形の特徴 整形の特徴 色 調 胎 土 焼成 残存率 備 考

10号 土坑

土師器 甕 明
・④

は緩や力ヽ こ外反気味に開
く。頸部は「く」の字に届由
し、輪積痕を意識的に残

す。

十面は粗雑な指による
書形。日縁部上端都は

骨により整形を行い下端
こは横方向のベラクズリ
ド観察される。

10YR7/4 1こ ぶ
′ヽ黄橙

ヨ粒子・雲母
やや 日立つ。
黒色粒子少
藍。

罠好

片

子式土師器

2 SK10 土師器 高杯 一
一醐

61 1

ている。脚都は大きくラッパ

状に開く。接合部にツケット
状のくばみが観察される。

:ガキ。内面はナ九 子L

ま等間隔に3孔 穿たれて

る`。孔は外側より穿孔
sれ内側に粘上の瘤が

≧かに盛り上がる。

こぶい赤褐
Ⅲ面 5YR5/6
月赤褐

′ヽ。自色粒子

鳳立つ。雲目
やや多い。ガヽ

礫・黒色粒子

少量。自色針

伏物質微量。

副
　

久

に
２
部

子式上師器
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らの検出と、15号土坑 と明らかに覆土が異なることより古墳時代 とした。

24号ピット (第 45図 )

本ピットは C-26グ リッドに於いて検出された。長軸 85cln、 短軸 57cm(深さは確認面下 1 3clnを 測る。浅井

皿状を呈する。本遺構 も 23号 ピット同様 13・ 15号土坑の間で検出されたものである。覆土は、黒褐色を基

調に 2層に分層される。遺構は縄文時代の包含層を掘 り下げ中に検出されたものであり、縄文時代の遺構の可

能性があるが、古墳の墳丘上からの検出と、 15号土坑 と明らかに覆土が異なることより古墳時代 とした。

中９
イ

６

Ａ
一
Ａ
緬

・P6セ クション

1 10YR3/2 黒褐色 。10YR4/2 灰黄褐色の混入土

しまり・粘性弱

2 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色 ロー

ムの混入 粘性やや有

24号 ピット

ド

一
　

ド

一

22号ピット

|◎ 十

7号 ピッ ト
・ P,7セ クション

1  25Y3/1 黒褐t 10YR7/6
量に含む

2  10YR3/2 黒奉母迄生 10YR3/3
しまりやや強

明黄褐色ロームを微

暗掲色を少量含む

P24セ クション

1 10YR3/1 黒褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色・

10YR6/4 にぶい黄褐色の混入土

2 25Y6/4 にぶ い 黄 色・ 10YR7/6 明 黄 褐色

ロームの混入土

十:〔王三ら)十ウ権善努/
メ

P24セ クション

1  10YR3/1  黒褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR6/4 1こ
ぶい黄褐色の混入土

2 25Y6/4 にぶい黄色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土

第 45図  6・ 7・ 22・ 23・ 24号 ピ ッ ト

第 3項 中・近世

1 土坑

5号土坑 (第 46図 図版 20)

本土坑は B10グ リッドに於いて検出された。短軸 68cm、 長軸側は調査区の外 とな り不明である。深さは確

認面下 2 1cmを測る。覆土は黒褐色を基調 として 2層 に分層できるが、覆土は 6号土坑に似ていることより、中。

近世の遺構 と判断した。覆土中に遺物の出土は無い。

6号土墳 (第 46・ 47図 図版 20)

本土墳は調査区の西側 A・ B4グ リッドに於いて検出された。遺構確認面に五輪塔の空風輪、及び宝医印塔

の塔身部が検出されてお り、墓坑の可能性が想定されていた。掘 り方は長軸 97cm、 短軸 70cmの長方形を呈 し、

鍋底状の掘 り方を呈す。確認面下の掘 り込みの深さは、5 6cmを測る。覆土は明黄褐色上の 4層に分層され、人

為的堆積である。

調査の結果、底部付近 3層から人骨の出土が確認された。骨は火を受けておらず、土葬されたものと判断さ

れる。坑の規模からはやや疑間が残るものであるが科学分析鑑定によって成人骨 と判ってお り、小規模ではあ

るが成人の墓 と想定される。尚、石塔が遺存 していた点より、身分の高い武家。僧侶の墓の可能性が考えられる。

遺物は人骨の外に石塔 2点がある。石塔は遺構確認面で出土 しているもので、墓坑の上に設置されていたも

のと判断される。また、五輪塔 と宝医印塔の組み合わせ となってお り、本来別の組み合わせであったものを利
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用 している可能性がある。但 し、宝医印塔の上下両面には差 し込みのための突起が設けられているため、2の

塔身上に 1の空風輪を重ねることは困難 と考えられる。

1は五輪塔の空風輪である。空輪 と風輪は連結されてお り、風輪の下端は差 し込みのための突起の造 り出し

は見られず、平坦に整形されている。種子は風化によって消滅 している。石材には花南岩が用いられているも

のの風化が激 しい。規模は縦 29 3cm、 厚さ 18 7cm、 重量 146008を 測る。かなり大型の五輪塔 と想定される。

但 し、2の宝魔印塔の塔身が方形を呈 し、地輪に似る遺物で近接 して出土 していることから組み合わせて用い

られていた可能性がある。

2は 宝医印塔の塔身部である。側面 4面には造 り出しによって方形に区画を設け、上下両面には接合のため

の突起が設けられている。横 16 8cm、 縦 16 6cm、 内面の区画は縦 9 4cm、 横 8:Ocmを 測る。突起部は直径 4,7

cmの 円形で天地共に 1 3cm程突出している。側面 4面共に内部に種子が墨書で書かれている。尚遺物の観察は

表 12に まとめた。

尚、出土人骨については国立歴史民俗博物館の西本教授に所見による科学分析を依頼 した。その結果は以下

の通 りである。

人骨は歯を見ると 2体分の可能性がある。 1号人骨は LM3上 (親 知らず )、 RMl上 の歯が確認されており、

50代 の熟年成人の歯である。2号人骨は 30～ 40代の上顎左右 RM3、 LM3の 親知 らず、LMlの下顎骨 力、

骨は 1体分 と判断される。頭骸骨、骨盤、手、足の何れも一部である。歯のみ 2体分検出されていることは、

疑間が残る。

8号土坑 (第 46図 )

本土坑は C15グ リッドに於いて検出された。長軸 1 07cm、 短軸 68cm、 深さは確認面下 3 3cmを 測る。本遺

構は 7号住居の覆土中に於いて検出されたもので、同住居跡よりも新 しい。覆土は黄褐色を基調 として 2層 に

分層できるが、覆土は 6号土境に似ていることより、中 。近世遺構 と判断 した。3号溝が重複するが新旧関係

は不明。同溝は現代ゴミが混入 したことより撹乱 としている。本土坑出土遺物はない。

9号土壌 (第 46,48図  図版 21,36)

本遺構は、C17グ リッドに於いて検出された。2号古墳の墳丘上にあって、ほぼ中央に位置する。長軸 146m

短軸 133mの ほぼ円形を呈するもので、深さは確認面下 1.21mを測る。当初土坑又は井戸の可能性があると

して調査を進めたところ、中から人骨が出土 したために、2号古墳の主体部の可能性が想定された。 しかしな

がら覆土中の人骨に伴って釘、かわらけが出土 したことにより、中世以降の墓坑 と判断した。覆土は人為的な

埋め戻 しが行われるもので、締まりはない。灰黄褐色土を基調に 9層に分層される。このことから、2号古墳

は中世段階で既に墳丘部を削平されていたものと想定される。さらに 20点近い釘が出土 していることから、

木製で円形の桶状の棺に納棺・埋葬されたものと想定される。尚遺物の観察は表 13に まとめた。

人骨は 6号土墳出土人骨同様に西本教授に科学分析を依頼 した。結果は以下の通 りである。

表126号土墳出土遺物 表

遺構番号 注記 種 類 器 種

径

径
高

口
底

器
重 景 器形の特徴    1   整形の特徴   I  色調   1  胎土  1 焼成  1残存牽 備 考

6号 土境

SK06No l 五輪塔 空風輪
縦
横

セ風晰で酪 。空噺は主味 ,レ を呈し、風‖mと接含されている。風輔の 卜端は半坦に蟹形される。石材に
ま花 Hl岩 が用いられており、風化が激しい。種子は判読できない。剥落したものと想定される。

SK06No 2 宝憾印塔 塔 身

縦
横 8600

豆万体を主する。上 ド山yIE剖

'に
たし込みのための朱 IE(直 l■

X47o‖ 、局さ1 3al,か作り出されている。側
Ilは 4面 共に方形の区画 (縦 9 4cnl、 横8 0cm)が 掘り込まれ、中′b部に塁書にて権子が書かれている。石
剪は花・I岩が用いられている。風化は激しい。

3 SK06No 4・ 5 人肴

唄偏
′
舟軽・手 足の瀾

`分
の Iu片。廃成は受けていない。司-4団 体の付と半J llTさ れる。歯はしM3、 RM3の

ずヽれも上顎の規知らず、年齢は50代の熟年、及びLMlと推測される下叛骨に伴う資料があり、年齢は
〕0～ 40代と推定される。歯は2体分の資料と判断される。
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人骨は左上腕骨の中間部分である。海綿体の状況より人骨 と判断される。被熱は受けていない。成人の骨で

ある。年齢・性別は不明である。おそらく土葬にふされた中世から近世初頭の墓坑 と判断された。

11号土坑 (第 46図 図版 21)

本土坑は B22グ リッドに於いて検出された。長軸 1 52cm、 短軸側は調査区の外 とな り不明である。深さは

確認面下 22clnを 測る。覆土は上層で黒褐色を、下層で黄褐色土を基調 として 5層 に分層できるが、覆土上層

が 1号方形周溝墓に似ていることより、古墳時代の遺構 と判断した。覆土中に遺物の出土は無い。

5号土坑
N   ●6号土壌セクション

(正三y亡
守

8号土坑

● 5号土坑セクション

1 10YR2/3 黒褐色

10YR5/3  1こ ぶ い

黄褐色を若干含む し

まり・粘性弱

2 10YR3/2 黒褐色

10YR6/4  1こ ぶ い

黄橙色を少量含む

A

A

〔雰Kナ 軽恵融郡
二
ぺ三夢アま口瑾 釜

止
秋

A

A

● 8号 土坑セクション

1  10YR4/3  1こ ぶ �`黄 褐色  25Y7/6
明黄褐色ロームを若干含む

2  10YR4/3  にポ �ヽ黄褐色  25Y7/6
明黄褐色ロームを少量含む

3  10YR4/3  にポ い黄褐色  25Y7/6
明黄褐色ロームプロックゅ 5～ 15mmを や

や多量に含む

4  10YR4/6  1こ ぶ い黄褐 色・25Y7/6
明黄褐色ロームの混入土

1 10YR2/2 黒褐色

Ⅱ 10YR4/2 灰黄褐色 。10YR3/4 暗褐色の混入土

Ⅲ ロームヘの漸移層

1 10YR3/4 暗褐色・ 10YR4/3 にぶい黄褐色の混入上 しまりやや有

2 10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR5/4 にぶい黄褐色の混入土  しまりやや

有

3 10YR5/4 にぶい黄褐色 しまりやや有

4 10YR5/4 にぶい黄褐色 。10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土  しま りや

や有

5 10YR7/6 明黄褐色ローム 10YR5/4 にぶい黄褐色を若干含む しまり

7号住居床材

9号土境

A

A

導 。9号土壌セクション     や有

1 10YR5/2 灰黄褐色 。10YR7/6 明黄褐色ロームの混入± 25Y7/6 明黄褐色ロームプロッ

クφ5～ 20mmの焼土・ 炭化物を少量含む

2 25Y6/4 にぶい黄色・25Y7/6 明黄褐色ロームの混入土 焼土と炭化物を若干含む

3 10YR4/2 灰黄褐色・ 25Y7/6 明黄褐色ロームプロックの混入土 比率は 4:6程度 ロー

ムプロックゅ7～ 10mm 10YR7/6 明黄褐色ロームも多量に含む 人為堆積

4 25Y4/2 暗灰黄色 25Y7/6 明黄褐色ロームプロックゅ5～ 15mmを 少量含む 人為堆積

5 25Y4/2 暗灰黄色 。25Y6/4 にぶい黄色の混入± 25Y7/6 明黄褐色 ロームプロ ック

ヽ
ど 毛毛紐

m亀
擢 雹

量

ヶ諭 6人畠簑彊色ロームプロックゅ5～ bmmを 少肇 む 色調は 4

よりやや暗い 人為堆積

7 10YR5/3 にぶい黄褐色 25Y7/6 明黄褐色ロームブロックゅ 10～ 30mmを 多量に含む

人為堆積

8 25Y4/2 暗灰黄色 10YR5/3 にぶい黄褐色を少量含み、25Y7/6 明黄褐色ロームプロッ

クo7～ 10mm を若干含む 人為堆積

9 10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入± 25Y7/6 明黄褐色ロームブ

ロックφ20～ 30mmを 多量に含む 人為堆積

舞:46[瓢  5・ 6・ 809011→モEL,克

2 溝・道状遺構

1号溝 (道状遺構)(第 49図 図版 24)

本遺構は調査区の中央やや西よりの B・ C― Hグ リッドに於いて検出された。調査を行えたのは 397mで あ

る。幅は最大で 130cmを測 り、調査区を北東から南西方向に横断している。断面の形状は緩やかな薬研状を呈 し、

掘 り込みの深さは確認面下 89clnを 測る。覆土は 9層に分層され、その堆積状況から 5～ 9層までが当初に堆

積 した土で、1～ 4層は一度埋没 したものを掘 り返 した後に堆積 した土 と判断される。第 4・ 9層は硬 く踏み

固められて、硬化 している。このために本清の性格は道状の遺構 と判断した。始めに第 9層を路面 とした道が

何らかの理由で埋没 した為に、掘 り返 しを行って、4層 を路面 とする道が再構築されたものと判断される。

6号土境
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遺構番 号 No 注記 種 類 器 種

径
径
高

口
底
器

重量 器形の特徴 整形の特徴 色調 月台土 焼成 曳存率 備 考

9号 土墳

SK09 かわらイナ 皿 162

勺に短く開く。 糸きり。ロクロは左回転。
5YR7/6

登
Ⅲ面
登

母やや 目立
つ。自色粒
子・黒色粒子
微量。

毛形

2 鉄製品 釘
ぉ

２蕗ｍ
11

3 SK09 鉄製品 釘
長さ42
幅04 21

貝郡 折 機 、本 質 付 着 、や や 冶 田。

SK09 鉄製品 釘
長さ52
1B03

冠形 、本 質 付 着。

5 SK09 鉄製品 釘
長さ39
幅025

2
モ形力、本質付石。

SK09 鉄製品 釘
長さ38
幅03

只測Ⅲ弥 狽 、本 集 1'着 。

鉄製品 釘
長さ24
幅04 1

電形 力、本 気 1,有 。

8 SK09 鉄製品 釘
っ

４欝ｍ
SK09 鉄製品 釘

長さ36
幅035 19

毛端欠損、本質付看。

SK09 鉄製品 釘 鰤融
SK09 鉄製品 釘 勲呻
SK09 鉄製品 釘

長さ21
幅03 12

嘆罰
`労

預 、先 端 欠 損 、本 質 付 看。

13 鉄製品 釘
ｎ

３５

郎

ｍ 13

SK09 鉄製品 釘
長さ17
幅03

やや湾由、本質付着。

鉄製品 釘
長さ16〔

幅03
欄 itI「 凍 、本 質 付 着 、しイ に屈 田。

鉄製品 釘
魔さ26〔

幅 035
12

貝測∫町 預 、九 端 床 限 、不 賀 1'有。

鉄製品 釘 騨囀
SK09 鉄製品 釘

長さ25
幅04

SK09 人骨

宝上腕行の中間部分の管。輝綿体の特徴から、人官と判断され肩剖
`の

硬片も混任している。院版は箕け

ていない。年齢・性別は不明であるが、成人骨と判断される。

表139号土墳出土遺物観察表

0と 号溝セクション

10YR3/2 黒褐色 。10YR3/3 暗褐色の混入± 25Y7/6 明黄褐色ローム粒を微量に含む

10YR3/2 黒褐色 炭化粒を微量に含む

10YR3/2 黒褐色 10YR3/3 暗褐色を少量含む

10YR4/2 灰黄褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームを若干含む

10YR5/2 灰黄褐色 25Y7/6 鉄分 と明黄褐色ロームを少量含む しまり強

一
　
止

10YR3/2 黒褐色 10YR5/3 にぶい黄褐色を少量含む しまりやや有

10YR3/2 黒褐色 山砂を少量含む

10YR3/2 黒褐色 10YR5/3 にぶい黄褐色を若干含む しまり強

10YR3/2 黒褐色 10YR7/6 明黄褐色ロームの混入土

1号溝 A・ B(道状遺構 )
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2号溝 (道状遺構)(第 50図  図版 25・ 36)

本遺構は調査区の中央やや西より 1号溝の西側 27m、 A・ B-5・ 6グ リッドで検出された。調査範囲は長さ

519mで ある。北東から南西方向に調査区を横断する形で検出されている。幅は 2.25m～ 180m、 深さは傾

斜に沿って南西方向に向かって深 くなる。南西側調査区の壁で確認面下 63cmの掘 り込みを有するもので、断

面の形状は 1号溝同様に浅い薬研堀状になる。断面の観察では覆土は 10層に分層され、自然堆積を示 している。

このうち 2層が硬化 した層である。本来溝 として使用されていたものが埋没後に道 として機能 したものと判断

される。

遺物は縄文土器片を多 く出土 しているものの、僅かながら近世の陶磁器が出土 してお り、近世以降の遺構 と

判断された。尚遺物の観察は表 14に まとめた。

その他に遺物 としては縄文土器中期、近世の内耳鍋片、近世以降の燻瓦等が出土 している。

14 2 察表

遺構番号 注記 種 類 器 種

径
径
高

口
底
器

重 量 器形の特徴 整形の特徴 色調 月台土 焼 成 安存革 備考

2号溝 SD02-1 陶器 碗 一⑫ゆ
322

争は短く直立する。体都は

羨やかに内湾し、筒型碗に
二い形状と判断される。

萌、内面は灰釉。畳みt
ナ部分は露胎。

面
白

面
褐

5VR2/2

偏艮 罠好 ド
底

２

印
”
ν 近世鉄釉

}_________―と4Q皇_____―――-4m
02号 溝セクション

1 7 5YR3/3 暗褐色  10YR7/6 明黄褐色ローム微量 炭化粒を若干含む しまりやや強
2 7 5YR3/4 暗褐色 ローム粒・炭化粒を若干含む しまり強
3 7 5YR3/4 暗褐色 10YR7/6 明黄褐色ローム・炭化粒を若干含む しまり強
4 10YR3/3 暗褐色 ローム粒を少量含む しまり強
5 10YR3/3 暗褐色・7 5YR3/4 暗掲色の混入± 2種の暗褐色上がプロック状に混在された層 炭化粒を若千含む
6 10YR3/3 暗褐色 。10YR4/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/6 明黄褐色ロームプロックφ 5～ 8mmの混入土 炭化粒を若干含む
7 10YR3/3 暗褐色・25Y7/6 明黄褐色ロームプロックの混入土 暗褐色が主体 炭化粒を微量に含む
8 10YR3/3 暗褐色・25Y7/6 明黄褐色ロームプロックの混入土 明黄褐色ロームブロックが主体 炭化粒を微量に含む
9 10YR3/3 暗褐色 山砂を多量に含む

10 10YR3/3 暗褐色 10YR6/6 明黄褐色ローム粒を微量に含む しまり弱

1/4

第 50図 2号溝 (道状遺構)・ 出土遺物
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第 5章 まとめ

1 遺跡の概観 と検出された遺構の所属時期

検出された遺構は縄文時代早期炉穴 3基、前期住居跡 5軒 (内 3軒は貝塚)、 中期住居跡 1軒、中期土坑 3基、

ピット 1基である。

前期の住居跡は関山段階の I式 (10・ 12号住居跡)か ら、関山Ⅱ式段階 (1・ 2・ 3号住居跡)ま で継続性

が見 られる。続 く黒浜式期では遺構の存在は無 く、遺物もほとんど検出されていない。貝塚を形成する時期も

関山期に限られている。貝塚における貝の組成は住居跡で述べたとお り、 1。 2号住居跡が関山Ⅱ段階で、多

種の貝を採取する傾向が見られ、これよりも古い同じ関山Ⅱ式期の 3号住居跡ではハイ貝とカキを主体 とする、

限られた種類の貝組成である。同一型式内にもかかわらず明確に貝の組成の変化が見られることは、関山Ⅱ式

期に自然環境の転換期があったことを裏付けるものであろう。

前期後半から中期前半では遺構の存在は確認されていない。 しかしながら、五領ケ台式土器に平行する粟島

台式や、下小野式土器は比較的まとまりを見せている。近隣に遺構の存在が想定される。中期中棄では 15号

住居跡が阿玉台式期に所属する住居跡で、本時期の集落構成を考えると、舌状台地の縁辺に集落を作 り、集落

に取 り囲まれる様に土抗群が配される場合がい くつかの遺跡で知 られる。本住居跡も谷の縁辺に位置する住居

跡で台地の基部側に土坑の存在が想定できる。さらに中期後半になるとフラスコピットが多数見られるように

なる。中期後半から末葉の遺構 。遺物はほとんど検出されていない。

縄文後期から晩期にかけての資料は僅かながら出土 している。特に堀之内 1式新段階の土器は一定量の出土

を見た。 しかしながら遺構は検出されていない。また晩期の遺構 も確認できていないが、遺構外出土遺物の中

に僅かに 2片のみ晩期 と思われる資料が存在 した。そのうち小型の壷形土器の肩部の細片には、浮線網状文が

見られ、大洞 A式土器 と判断した。僅か 1片であるが資料的には見逃せないものであろう。

弥生時代の遺構は検出されていない。遺物は 1点のみ掲載 したが、時期的にも明確なものではなく、弥生時

代において本地域に人々の足跡を見出すことはできなかった。

古墳時代では住居跡 4軒、古墳 2基、方形周溝墓 1基、土坑 2基、ピッ ト 1基である。住居跡及び方形周

溝墓からはいずれも古式土師器が出土 してお り、古墳時代前期の遺構 と判断された。各住居跡の概要でも述べ

たが、本期の遺構群 としては遺物量が極めて少 /A― く、数点の遺物が検出されたに留まっている。方形周溝簿の

存在を考えるならば、これらの住居跡は喪の為の仮の住居であった可能性もある。筆者はかつて、群馬県高崎

市倉賀野万福寺遺跡において、同様の遺構を調査 したが、継続性のない住居跡が、ほぼ同時期 と判断される方

形周清墓によって次々に破壊されている状況を確認 している。古墳時代中期では 2号古墳の周溝内より高界の

脚部が 1点 出土 している。中位に膨 らみを有す柱状の脚部で、端部が水平に近 く開くもので、古式の土師器 と

はやや時期が下るものと判断される。さらに、滑石製模造品の有孔円板が 1点検出されてお り、遺構は確認で

きなかったものの、周辺に古墳時代中期末から古墳時代後期前葉にかかる時期の遺構の存在が想定される。古

墳時代後期の鬼高段階の土器資料は検出されていない。

奈良・平安時代の遺構 。遺物は検出されなかった。

中世は土坑が 2基検出されている。6号土坑では宝筐印塔、五輪塔、が出土 してお り、中世の墓である。9

号土坑 も墓であったが、供伴 した小形のかわらけから中世末葉 16世紀の所産 と判断される。かわらけの編年

については、筑西市の炭焼戸遺跡において茨木県教育財団の調査資料をもとに想定 したものであるが、小形で

糸切が行われ、体部の立ち上が りが低いタイプは、本時期に共通するものである。
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近世では道状遺構 2条が検出されている。 1・ 2号溝 (道状遺構 )共に、おそらく中世から活用されていた道

であろう。覆土中には近世の染付や瀬戸美濃の碗などが出土 している。中世末の墓域 との関係も想定できる。

出土遺物が近世の遺物に限られたことから、近世の遺構 と判断 したが、遺跡の環境から判断しても、中世末に

すでに道 として開削されていた可能性がある。

2 縄文前期の上器

本遺跡において検出された遺構のうち貝を覆土中に混入する所謂住居内貝塚は 3軒であった。これらの遺構

はいずれも前期関山式上器を出土するもので。 10。 12号住居跡も含め前期の良好な資料が得 られている。第

3群第 1類 と第 2類に分類 した土器群は、関山 I式 と関山Ⅱ式に分けられる。関山 I式土器の特徴は第 3章第

1節で詳述 したので割愛するが、茨城県内に於ける霞ケ浦周辺の遺跡 としては極めて良好な資料を得ることが

できている。特にニツ木段階直後 と思われる古式の関山 I段階の資料には梯子状の文様をモチーフとする国縁

部文様帯がやや幅広 く設けられ、円形の貼付文が主体をなす。器種でも浅鉢や小形のミニチュア土器の存在等

該期の資料 としてはあまり知られていない資料の出土をみた。今後該期の研究に於いて、指標 となる資料 と想

定される。

3 翡翠製玉について

検出された翡翠製玉について補足的な見解を述べ、本項のまとめとする。翡翠は糸魚川姫川流域にその産地

がほぼ限られる。同地域から、那珂川下流域には大量の大珠が持ち込まれ、その研究成果も多数報告されてい

る。 (2003瓦 吹、2006・ 2007上野)縄文時代に於いて威信材 として重要視された翡翠 と琥珀が北陸地域に

於ける第 1の威信材琥珀に対 し、関東地方に於ける第 1の威信材翡翠が交換されその分布を広げていったと栗

島 (2007栗 島 )は推論 し、威信材の交換 とその分布のあ り方に注目している。一方で上野修―は、翡翠が意識

的に焼かれたり割 られたりすることにより分割をもって、威信材が同一種族間での供有を行った可能性を指摘

している。今回本遺跡で確認調査時に出上 した翡翠の大珠は、意識的か偶発的かは不明であるが (打点を有さ

ない節理面からの破損)破損 している。ルーペで表面観察を行 うと破損後、破断面は通常鋭いエッデとなるが、

全ての破断面は研磨によって丸 く加工されている。さらに表面の研磨痕は剥落 して細かな粉状化が観察される

ことより、研磨の後に焼かれた可能性がある。これらの資料は関東地方から東北地方にかけて、中期中棄から

後期に至る縄文時代の翡翠大珠に多 く見られる現象 として報告されている。上野の意見を追認する形になるが、

このような資料が検出されたことは、本遺跡が規模の大きな中期集落の一部であることを示 している。

蛍光灯の光にかざすとあたかもガラス細工のように半透明の緑色が浮き上がる。表面は粉を吹いたように白

濁しているものの、本来は鑢欧の良質な翡翠であることがわかる。威信材 としての本遺物がこの地に運ばれた

状況は知る由もないが、遠 く糸魚川よりこの地にもたらされた大珠は、やがて威信材 として血族間で分割され、

ある時は栗島が指摘する部族間の結束に欠かせない威信材 として、また上野が指摘するように石棒や石皿のよ

うに割られた後に火にかけられた可能性が考えられる。

4 古墳時代前期の遺構

本遺跡の南東凡そ 500mの 同一台地上に存在する弁才天遺跡・北西原遺跡では、 100軒を越す古墳前期の大

規模な集落が展開していることが報告されている。当該期に於ける墳墓は北西原遺跡で方形周溝墓が 1基確認

されている。 この遺跡から僅かの距離に近接する本遺跡でも古墳時代前期の集落が、ややまとまって検出され

ている。調査範囲が道路部分の幅 6mと 狭い範囲であったために、全体を確認できた訳ではないが、方形周溝

墓の検出もあり、該期の集落 として、手賀沼西岸地域の状況 と似た状況が見いだせる。霞ケ浦西岸地 F_・Iの合地

上に展開する集落 と、手賀沼周辺に展開する集落の共通点は、水運によって結ばれる。同じく千葉県や茨城県
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下 に於 いて も太平 洋 に面す る部分 に比較 的大規模 な弥生後期 か ら古墳前期 の集 落 の展 開が知 られ てお り、全 て

水運 を切 り離 して考 え る こ とはで きない。前期 大型古 墳 の存 在 も この位置 に多 く知 られ てい る。 4～ 5世紀 の

東 関東 を考 える上 で重要 な要素 と言 えよ う。 出土遺物 で は、 S字 口縁 の台付 甕 の 出土 が見 られず、栃木 県 や群

馬県 の石 田川式 の影響 よ りも南 関東 的な様相 が強 い遺物 が 出土 してい る点 も興 味深 い。
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同 セクション N→ 同 A貝塚出土状況

4同  A～ D貝塚出土状況

感ェ
r転
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|イ   お

5同  D貝層出土状況



1.2日 3号住居跡 (2・ 3号貝塚 )

同 セクシ ョン W→ 同 セクション N→

42号住居跡 AEB貝塚出土状況 5同 B貝塚出土状況



12号住居跡 A貝塚出土状況 23号住居跡貝塚出土状況

44号住居跡セクシ ョン E→同 ピッ トセクシ ョン N→

54号住居跡全景
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17・ 14号住居跡・8号土坑完掘全景

27号住居跡セクシ ョン E→ 38号土坑セクション W→

49号住居跡セクシ ョン E→
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1.9号住居跡完掘全景

210号住居跡完掘全景
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1.10号住居跡セクション E→

同 遺物出土状況 1

同 遺物出土状況 3

2同 遺物出土状況全景

4.同 遺物出土状況 2

6同 遺物出土状況 4

同 炉セクシ ョン 同 炉完掘状況
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111号住居跡全景

同 セクション 3同  ピット1セ クション S→

4同  ピッ ト3・ 炉セクション S→ 同 ピット4セクション W→
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2.同  セクション 313号住居跡セクション 1

5,同  炉セクション4同 セクション 2
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113号住居跡全景

214号住居跡全景
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1.14号住居跡 ピッ ト1セ クション 2.15号住居跡遺物出上状況

3.15号住居跡・14号土坑全景

4同 セクシ ョン 同 調査風景



1.1号古墳全景
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2.同 セクション東側 同 セクション西側

4.同 セクション全体 同 調査風景
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12号古墳全景 航空写真

2同 東側セクション 同 西側セクシ ョン

5同 航空写真撮影実施状況完掘 E―→



図
版
１８

11号方形周溝墓全景

同 南東セクション 3同 南西セクション

4同  北西セクション 同 遺物出土状況
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14号土坑 25号土坑

36号土墳確認状況 (石塔検出状況 )

5同  人骨出土状況4同  セクシ ョン S→



19号土墳

2同  セクシ ョン 3同 人骨出土状況近景

411号上坑セクシ ョン S→ 同 完掘全景
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112号土坑完掘全景 2同  セクシ ョン W→

同 遺物出土状況 4同  遺物出土状況近景

遺物出土状況

6 同 セクション SW→

815号土坑セクション E→
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115号上坑完掘全景 2同 遺物出土状況

31・ 2号炉セクション

53号炉完掘全景

4同 完掘全景

61号 ピッ ト完掘全景

72号 ピッ ト完掘全景 86号 ピット完掘全景
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1.7号 ピット完掘全景 222号 ピット完掘全景

3.1号溝 (道状遺構 )硬化面

同 セクシ ョン N→ 同 完掘全景



1.2号溝 (道状遺構 )全景

セクション l N→ 3.同  セクシ ョン 2 S→

4,3号溝セクション

1_iゞ
.  てt―こ  野

5作業風景 (杭打設状況 )
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遺構外出土遺物 (1)
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遺構外出土遺物 (2)
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遺構外出土遺物 (3)
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遺構外出土遺物 (4)
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遺構外出土遺物 (5)
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1号住居跡出土遺物

● 3

2号住居出土遺物

3号住居跡出土遺物

遺構 出土遺物 (1)
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10号住居跡出土遺物

12号住居跡出土遺物

15号住居跡出土遺物 (1)

遺構 出土遺物 (2)
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15号住居跡出土遺物 (2)

3号土坑出土遺物

12号土坑出土遺物

遺構出土遺物 (3)
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14号土坑出土遺物 13号土坑出土遺物

15号上坑出土遺物 (1)

遺構 出土遺物 (4)



墳州 ω

2 亀
1号古墳出土遺物

図
版
３５

2号古墳出土遺物

uЙ l丘 丘

15号土坑出土遺物 (2)

1号方形周溝墓 11号住居跡出土遺物

,  42
10号土坑出土遺物

遺構出土遺物 (5)

6号土境出土遺物
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6号土墳出土遺物 (人骨 )

〓
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9号土墳出上遺物

遺構 出土遺物 (6)

2号溝出土遺物
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